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本年報は、主として当財団が平成 7年度に行った和歌山市内の遺跡発掘調査の概

要をまとめたものです。

和歌山市は、本県の中心部に位置し、市域のほぼ中央を西流する紀ノ川によつて

広大な和歌山平野を形成し、古代より多くの人々が住みつき数多くの遺跡を残して

います。

平成 7年度の調査は、市内のほぼ中心部を中心に数多くの調査を行いました。な

かでも、大田 。黒田遺跡では県内最古の水田跡や耕作に用いられたとみられる広鍬

などがみつかりました。また、城下町関連の調査も数ケ所実施し、貴重な成果をあ

げています。

このように、新たに得られた学術成果は、郷土の歴史を語る上で、なくてはなら

ないものであります。本書の内容が、私たちの郷土に関する歴史知識を豊かにする

一助になれば幸いです。

発掘調査の実施に際し、多大のご協力をいただいた地元の皆様および本書編集に

種々ご教示を賜りました先生方に厚 く御礼申し上げます。

平成10年 3月 31日

財団法人 和歌山市文化体育振興事業団

理事長 木 下 正 昭
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I。 は じめに

和歌山市における平成 7(1995)イ「 度の本財団の発掘調査受託事業は11件である。

調査に至った原因としては、事務所建設などの民間受託 と公共的な調査とにほぼ三分することが

できる。また、和歌山市教育委員会が直接調査を行った事業では個人住宅の建築に伴うものなどが

8件を数えることができる。

これらの調査で、いくつかの重要な成果が得られているので以下にまとめることとする。

弥生時代 弥生時代では、大田・黒田遺跡において 8件の調査が行われてお り、極めて多い.特

に、第26次調査では前期の人溝や中期の水田跡などを検出し、また第28次調査では良好な弥生土器

が多数出土 している。

古墳時代 古墳では釜山古墳群の茶臼山古墳において後円部の調査が行われ、墳形がほぼ明らか

となった。また寺内古墳群においては石室の残欠を 2ケ 所確認 したc平野部では鳴神周辺の調査が

行われている。

奈良～平安時代 岩橋Ⅲ遺跡において新たに平安時代の遺構、遺物が出 11し た。また大田・黒田

i量 跡第33次調査では同時代の土地区画に関するとみられる溝を検出した。室町時代では同遺跡で太

田城との関わりを検討できる遺構を多数検出している。

江戸時代 江戸時代では鷺 ノ森遺跡や史跡和歌山城に関する調査がある。それぞれの調査で石

lH・ 礎石等を検出した。

【1995年度調査一覧表】
喬 調  査  名 1京 因 調査期 IJ 幽̈ 調 査 lJl 要 担当者名 備

ン
フ

l 尺円 黒田遺跡第26次 専門学校建設 4月 5月 340111:
弥生時代前期のん競、中期の水田

跡を検出
井 馬

‖しイ中Ⅱj重『亦 個人住宅建設 4月 ヽ
5り J 7311n] 占墳時 にの清 土坑を検出 前 田 |∫ 教委調査

3 ネ中lll Ⅱ jtt「亦 鉄塔建替え 1月 ヽ5月 30nl I「 墳時 にの遺物包含層を確認 前田 市教委調査

4 太円 黒 ||1遺 跡第27次 集

`〉

l■ ttIII設 5月 6月 弥生日寺t中期の甕棺を検出 益Ш I市教委調査

々田 黒田遺跡第28次 集イ)住宅建設 月ヽ6月
弥生時代中期の要棺や墳 栞に関係

した満を検出
前田 市教委調査

6 鷺 ノ森遺 l ll・ 第 6次 事務,斤 建設 6チ l 45m: 餓冶量町の 部を検出 栗本

太田 黒田遣跡第29次 駐車場案内システム建設 7月 6 ill」 平安時代の十坑を検出 前田 市教委調イビ

史跡和歌山城第14次 キャブ システノ、埋設 7'1
御 i■t定門の礎イ「と西外,1の 石lrを

検出
奥ホ」

9 Li内 占墳群第3次 開発計画 石室の残欠 2ケ 所と排水清を検出 木建

和歌山城跡第 5次 公共施設建設 両外堀の内部 J」 査 栗本

11 茶Fl山 占墳第2次 石JO改修        10月 123nl 11「墳の前方部を検出、1貞 形の復元
'卜

甲尋

太||・ 黒田遺跡第30次 事務所建設 12月 18m: 弥生時代中期のi汁 を検出 一剛 市教委調査

13 Ht神 Ⅳ遺跡第 7次 個人住宅建設 12月 l 月 古墳時代の土坑を検出 □
一

日‐サ 市教委調査

|し 神ユ:j豊跡第8次 個人lL宅 建設 12月 l II 占墳時 その遺物包含晴をIL認 前卜1 市教委調査

岩橋Ⅲj豊 跡 道r各 敷設 1月 |′友日寺その柱穴群などを検出 奥本」

太田 黒田追跡第32次 キ院改築 1月 101n]弥生時 にの土器 石器が多数出土 北 野

17 岩橋Ⅲ遣跡第2次   道路敷設 2月 |=安時 とヽ江戸時代の遣構を検出 木建

太Ш 黒田造FllN第 31次 下水道管理設 2月 ヽ3)j135nl
遺跡の基本居|「 の確認=中 lt末 の

追構を検出
栗 本

人田 黒 ||1遺 跡第33次 事務1奸 建設        3月   ‐1701■
弥イt時代の遺構、平安時代の上地

区山i溝 を検出
北野
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1.

埋蔵文化財の発掘調査概要

第26次調査跡連退
”
馴一畑

調 査 地 和歌山市太田383番 地

調査面積 340m2

位置と環境

太田・黒田遺跡は、紀ノ川南岸の平野でも微高地にあたる地点である。このi量跡は弥生時代前期

に始まる集落として特に著名であり、これまでの調査において弥生時代前期から中期にいたる竪穴

住居跡や井戸、 L墳菓など数多くの遺構、御1鐸や多量の壷・尭などの遺物を検出している.

また中陛に存在 したとされる大田城跡では、豊臣秀吉の紀州攻めによる大田城の水攻めがよく知

られるところである.し か し、当時の大田氏に関わる史お|は 、江戸時代の文献にわずかに残るのみ

で城の位置を含めlE確 な記録は伝わっていないここの大田城 も現在では地中にl llも れ、太田の地に

「城跡Jと いう小字を残すのみである。近年の大田・黒田遺17711● の発掘調査において幅10m、 深さ3m

を測る中世の大溝が発掘 され、大田城と何らかの関わりをもつ遺構として注目されている.こ の第

26次調査は、和歌山YMCA福 祉医療専門学校の建設にイ
｀
卜うもので、す量跡の西側縁i二部にあたる。

調査内容

当調査地の基本層序は、まずアス

ファル トの直 卜において近代以降の

整地層が約60cmの 厚みで堆積 し、こ

の整地層の下に旧耕作 11及 び室町時

代から江戸時代前半の遺物を合もヽ床

■が堆積 している。この床土の 卜面

が、第 1遺構而である。この面より

検出 した遺構の時期は、弥生時代中

期中葉から16 Шf紀 中葉に至るものが

存在する。第 1遺構面より下層の状

況は、弥生時代中期前葉の遺物包含

層が堆積 している。この遺物包含層

の下面が弥生時代前期後葉から中期

自t葉 にかけての第 2遺構面である。

また第 2遺構面 より下層の状況は、

弥生時代前期の遺物包含層がほぼ水

平堆積することを確認 し、さらにこ

の層より下層には遺物が含まれてい

ないことを確認 した。このことから、
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調査位置図



無遺物層 (標高1.6m)、 第 2遺構面 (標高2.2m)、 第 1遺構面 (標高2.8m)、 江戸時代の水田 (標高

3.Om)、 現代の生活面 (標高3.6m)と 約2,200年 にかけての堆積状況を確認 した。

i量構は第 1遺構面で16世紀中頃の大清や弥生時代中期中葉から古墳時代前期にかけての水円や溝

を検出し、また第 2遺構面で弥生時代前期後葉から中期前葉までの大溝や土坑、水円を検出した。

まず第 1遺構面で検出した弥生時代中期中葉の水田は、調査区のほぼ中央を東西に貫く人畦畔に

より南北に分かれる 1つ の水田区画がある=大畦畔より南側に位置する水田は、南北に長い隅11]方

形のプランを呈する単一的な水円であり、長辺7.8nl、 短辺3.3mを 減|る 。水田耕土は、水田耕作によ

る影響が強 くみられた。覆土中に含まれた遺

物は比較的希薄であったが、弥生時代中期中

業の壺や石庖丁が出土 している。また大畦畔

より北側の水円は調査区北側ほぼ全面に広が

るもので、水口と考えられる括れ部を南東端

において検出している。

調査区南東端で検出した中世の大溝は、出

上遺物より大田城跡が存在 したとされる16世

紀に存在 したもので、全体の規模は不明なが

ら残存部で幅 6 mtt L、 遺構検出面よりの深

さ95cmを 淑|る 。この大溝からの出土遺物は

多量の弥生it器 などを含むが、覆土中から出

土した瀬戸灰釉11か ら少なくとも16世紀中葉

頃には埋没が進んだことが窺え、さらに覆11

全体において17世紀代の遺物を含まないこと

から16111紀 末には完全に埋没 したことが明ら

かである。また特殊な遺物は、火縄銃の玉と

みられるf合 玉が||lj 11し ている。

次に第 2遺構面の状況は、まず調査 IXの 南

東端から北西隅にかけて対角的にのびる弥生

時代前期後葉の大溝がある。この大溝は幅約

2.3m、 良好 な部分での深 さは検出面か ら

1.2mを 涸|り 、断面がV字状に掘られた遺構で

ある。覆土は砂礫・粗砂・細砂が主体となり、

レンズ状の堆積がみられた。また出土遺物は

希薄であったが、最 ド層から出土 したものに

極めて珍 しい直柄広鍬がほぼ完形の状態で見

つかっている.

第 2i童構面の水田は弥生時代中期前葉にす塑

る 1面の水田を確認 している.水円の範囲は

1遺構面 (弥生時代中期中葉から古墳時代 )

近世)(東か ら)

澤
継

(東 か ら)

第 2遺構面 (弥生時代前期後葉から中期前葉)(東 から)
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トレンチなどの状況から調査区のほぼ中央から北似1全 inに 広がるものとみられる。これらの水田の

水日も上面の水田同様の南東端に検出した。

このほか第 2遺構面では楕円形や不定形の土坑を 1基検出している.こ れらの土ちtは 水田より古

い時期のもので底面一面には約 2cmの厚みで炭層が堆積 している。出 ll遺 物は比較的多く、弥生時

代前期後葉のJ:や甕、大型の石庖丁や石斧などが含まれていた.

次に、出 ll遺 物では弥生時代の畿内 I様式の新段階からⅡ様式の ll「 段階に併行するとみられる帝

や甕がある。年liは 広 LJ壺の日縁外端面に刻み目を施すものが多くをしめ、ヘラ描 き沈線 丈や櫛描 き

直線文により加飾 している.体部外面の調整

は丁寧なヘラミガキ調整によっている。また

甕は体部下半部をヘラ削 り調整するいわゆる

「紀伊型甕」が L流であるcし かし、特異な

ものに遠賀川系タイプの甕の体部に張 り付け

による突帯を施 し、さらに刻み口をいれる紀

伊型との折衷タイプのものがある。

このほか、古墳時代の須恵器、■師器や平

安時代の土師器などがある。また中世の遺物

には輸入陶磁器である中国製の青磁 。白磁・

染付や常滑の人甕、瀬戸美濃の灰釉皿などが

|ll:11し ている。

次に、石器は弥生時代の石庖
「

、石斧、叩

き石、石台や中世末に使用されたとみられる

火打石などが出土 している。石庖 」
‐
はすべて

半月形を■し、緑色片岩の石材を用いた磨製

のもので、復元すると刃渡 り15cm程 度のも

のがほとんどである。なかでも弥生時代前期

の上坑から出 Lし た大型の石庖 」
‐
は、特徴的

である。石斧は良質な粘板岩系の石材を用い

た片刃石斧と砂岩製の磨製石斧がある。叩き

石及び石台はともに和泉砂岩の自然石を用い

たものである。

金属製品には火縄銃の玉とみられる鉛王が

3点 と中国の宋銭である政和i重宝が 1点出土

している。また本器は弥生時代前期の大溝か

ら出上 した直柄広鍬が 1点ある。この広鍬は

舟形突起をもつ鍬身の部分で、共伴する遺物

より弥生時代前期後葉のものとみられる。

ヽ、

,ぃ  lr,,1 、 ,,イ ー:::、
|

大溝出土の広鍬
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弥生時代前期後葉の大溝 (南 東から)
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(北西から)

大溝の土層堆積状況 (北西から)



「▼
]

1__■_
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水田変遷図

まとめ

第 2遺構面で検とLし た弥生H寺代前期後業の大溝は、これまでの調査では検出例のない遺構である。

この大溝は、先に触れたとお り大規模なもので、断而がV字状に掘削された溝である。このi宣構の

用途は耕作に要する用水路や集落をとりまく環濠が考えられるが、位置的に集落の縁辺部に掘削さ

れたものであり、今後の調査によるその展開が興味深いものである。しかし、最下層から出土 した

直柄広鍬よりすでに農耕が行われていたことが明らかであ り、この大溝が機能 していた時期には周

辺において耕作が営まれていたことが認められる[

次に、弥生時代中期における水田についてふれる。これまで和歌山県下において確認されていた

最古の水田区画は、鳴神 V遺跡で発見された占墳時代前期のものであった。 しかし、この調査で検

出した水田はさらに300年 ほど遡る弥生時代中期のものであ り、県下最占の水田として位置づけら

れるものである。当調査地は大田・黒田遺跡の中心部に比べ同時期の遺構検出面が30cm程度下回る

微高地の縁辺部にあたり、この微低地に生産域である水田を構えたことがわかる。水田は耕作蘭iの

高さより3時期の水田が検出され、弥生時代中期前葉から中葉にかけて連続 したものであったもの

とみられる.水円の耕tは すべて水田耕作によるとみられる強い灰色化現象が顕者に現れ、さらに

プラント・オパール分析の結果、すべての水田耕土とみられる土壌からイネのプラント・オパール

が一定量検出されている。また水田の構造では水田を区両する畦畔や水目が確認できた。これらは

3時期の水田にほぼ共i三する位置関係にあることを確認 した。

最後に当遺跡の中世の様相であるが、まず161世紀代に存在 したとみられる大溝が調査区の南東端

で検出し、大田城との関係が注目されるところである。 しかし、この大溝は既往の調査で検出され

ている濠状遺構に比べ規模が小さく一連のものとは考えがたい。このことから、大溝は大田城が存

在したとされる時代に併行する遺構であり、また包含される鉛玉から周う■は中陛末の戦禍にあった

10m

(井馬好英 )もの とみ られる。

【参考文献】

F大 田・黒田遺跡第26次発掘調査概報」(財 )利 1歌山市文化体育振興事業団 1995
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2. 遺跡 発掘調査

調 査 地 和歌山市H島 神10843番地他

調査面積 73me

位置と環境

鳴神 Ⅱ遺lY711Nは 、岩橋 T塚 占墳群の所在する岩橋丘陵のμI佃 |｀]4野部に立地する遺跡であり、北には

鳴神Ⅲ遺跡、南には大口山 I遺跡が隣接 して
'好

在している。本i量跡は、近畿自動中i和歌山線の建設

に伴い、昭和44ヽ 45年 に和歌山県教育委員会・和歌山県文化財研究会により調査され、占墳時代中

期に整備されたlll」 7ヽ 8 nl、 深さ約 3mの 溝が検出されている。満からは、建築部材・農上具・家具

類等の本製品が出土 している.今回は、電力送電線の鉄塔建て替えに伴う調査を実施 した.

調査内容

仮設鉄塔を設置する必要があつたため、調査地点はAヽ D地点の 4ケ所にわたった。

A地点 幅1.5m、 長 さ9111前後の トレンチを仮設鉄塔予定地の東西に設定 した。東側の トレンチ l

では、床土下で調査区中央から北へ向かい緩やかに傾余|す る堆積■が確認 され、 トレンチ 2で は、

古墳時代中期から鎌倉時代までの ll器片を含む直径約 3m、 深さ16cmの 浅い土ちtが 1基検出された.

B地点 鉄塔を撤去 した後に、幅1.6m、 長さ5.3mの トレンチを2本 (ト レンチ 3・ 4)設定 したが、

明確な遺構は確認されなかった.

t719
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仮囲いフェンス

トレンチ 5

トレンチ 6

0                   1om

C地点 仮設鉄塔予定地に トレンチ 5・ 6を 設定 した。

トレンチ 5では、地表下1.4mで弥生時代後期末～古墳時

代初頭の11器 を包含する厚 さ約10cmの 灰茶褐色粘質上 と

その下面で同時期 と推定 される幅20～ 40cm、 深 さ 5～

17cmの 東西方向の小溝を検出した。底而 レベルよりみて

東から西へ流れていたようである。 トレンチ 6西端で、

トレンチ 5と ほぼ同じl gi位 で円形プランをもつ深さ15cm

前後のit坑 が検出された。

D地点 盛上下の 2～ 5層 からは、瓦器片 と磨減 した土

師器が微量出土 した。 5層 下面で、黒褐色粘質土を埋十

とする幅40～ 60cm、 深さ40ヽ 60cmの 小溝を検出した。こ

の溝の中層から L層 において多量のf_器が出十 したc完

形ではないものの大振 りな破片が多く、器種 としては、

甕が多 く、高杯、壷 も確認された。弥生時代後期末から

古墳時代初頭の所産とみられるc

|

遺物実測図 (D地点溝出土 )

まとめ

遺跡推定範囲西側の 4地点における調査により、古墳時代の溝・土坑等が検出されたc特 に、D

地点で検出された満は、幅が狭い割に深い形態の明確な遺構であ り、弥41時代から||「墳時代への移

行期のいわゆる庄内式併行の土器を多く包含していた点でも留意された。      (前 田敬彦 )

C地点 平面図

(南壁土層図〉

[土 層 名 ]

1 盛 ±    4 灰 黄 色 粘
2 旧耕 作 ±  5 灰 負 粘 土2 日務 作 ±  5 灰 色 粘 土
3 旧床 ±   6 黒 褐 色 粘 質 土

D地点 実測図
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こうざき

3.神前 Ⅱ遺跡 発掘調査

調 査 地 和歌山市神前1621番地

調査面積 30n12

位置と環境

神前 Ⅱ遺跡は、県内最大級の前方後円墳である井辺八幡山古墳の所在する標高100mの福飯ケ峰北

西方向約 lkmの 平地に位置する遺跡であるc近 年、遺物の表 1白 i採集により発見されたitt1711Nで あ り、

南北約300m、 東μj約 100mの範囲と推定されているc東方約100nlに は、広い範囲をもつ井辺遺跡が

展開しているc今回、宅地造成計画に対処するため、 7ケ所の トレンチによる確認調査を実施した。

調査内容

調査対象地の水田内に トレンチ 1ヽ 7を 設定 し調査を実施 した結果、西・南地区 (ト レンチ 3～

7)に おいて遺物包含11が確認された.

トレンチ 1・ 2で は、地表より耕作土 (1年1:厚 さ25cm)、 床土と灰黄色粘■ (2層 :1亨 さ10cm)、

黄灰茶色粘土 (3層 :厚 さ10cnl)、 灰褐色粘土 (4層 :|プ さ20cm)が堆積していた。 3層 より磨減

した土師器片 5点 と瓦器片 1点 が出 llし た。

トレンチ 3～ 5では、灰褐色粘 L(3層 )の ド層に黒褐色粘 11(4い1)が南から北へと傾斜 しな

がら堆積 しているのが確認されたc トレンチ 3では 4疇 卜面には 3ケ所で木片が確認され、 41』 内

より十師器二重日縁帝の日縁部の破片が出tし たこ

最も遺物出土量が多かったのは トレンチ 6で、地表下約25～ 40cmの レベルで須恵器・ 11師 器片を

~́   ・ ′.0

キ|
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‐
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―
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―
―
―
‐
―
―
―
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調査位置図
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比較的多 く包合する灰褐色土

(3層 )が確認 された。この 3

層は、厳密には上層 (灰 黄色や

や粘質土)と ド層 (灰褐色土 )

に 2分 され、下層が遺物の包含

量が圧倒的に多い。 3層 下層よ

りは、土師器片約70点 ・須恵器

片約10点 が出土 した。いずれも

細片ながら土師器では高杯、須

恵器では甕・壺のほか縄薦文を

もつ個体が確認される。

トレンチ 1・ 2・ 7では地表

から80～ 90cmの 掘削により無遺

物のベース層は確認されなかっ

たが、 トレンチ 3～ 6で は、ベ

ース層 とみられる灰色砂層が比

較的高いレベルで検出された。

まとめ

調査の結果、明確な遺構は検出されなかったが、出土

土器よりみて弥生時代から古墳時代への移行期である庄

内期にその存在時期の 1点が求められる沼状地形が、 ト

レンチ 3・ 4周辺に広がっていたことが半」明した。

また、 トレンチ 6での古墳時代中・後期の包含層より

みて周辺に当該時期の遺構が展開 している可能性が高

い。

本遺跡より西方においては、明確な古墳時代遺跡が確

認されていないことより、古墳時代集落の立地できる西

端部であったことと思われる。

古墳時代以降は、主として水田地帯 として展開してい

たのであろう。             (前 田敬彦 )

土層図

0                   20m
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調査区配置図

トレンチ5西壁

器

~~

トレンチ3西壁
へ   /」鴨

4 淡灰色砂層
5 灰黄色シルト

[土層名]

1 耕作土
2 床土と灰黄色粘質土
3 灰褐色粘土
4 黒褐色粘土
5 淡灰色砂層
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ヽ́4

トレンチ34層 0
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遺物実測図



お お た く ろ た

4. 27次調査

調 査 地 和歌山市大田3141番地、314-6番 地

調査面積 75m2

位置と環境

大田・黒田遺跡は紀ノ川南岸の花山丘陵から西に広がる微高地上に位置 し、弥生時代前期から奈

良時代にかけての集落跡として知られている。また遺跡の南半は中世の大田城跡とも重なった複合

遺跡であり、和歌山市の歴史を考える上で重要な地域の一つである。

調査内容

今回の発掘調査は、マンション建設工事に伴 うもので、建設予定地に幅1.5mの トレンチを東西

18m・ 南北22mの長さで掘 り下げ、地下の状況を観察 した。

当地は早 くから宅地開発が行なわれたために生活排水による変色などが著 しく、土層観察も容易

でなかったが、堆積状況は比較的安定 してお り、地表直:下 の遺物包含層からは近世の土器片などが

少なからず出土 している。

東西 トレンチ西佃1、 地表下50cm地点から弥生中期の甕が横たわった状態で検出された。 L器片を

取 り上げる段階で、 24回 の甕が日縁部分を合わせたような位置関係になっていることが判明 した。

検出状況から埋葬に使用された甕棺と考えられる。取 り上げた甕はどちらも図化できないほど摩減

が著 しかった。

また東西 トレンチ東側、地表下80cm地点で隅丸方形の上坑 1を検出した。短辺80cm、 長辺90cm

・■22'
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調査位置図

-10-



以上を測 り、内部の灰色粘質土からは近世の陶

磁器片が微量出十している。

まとめ

今回はごく限られた条件下での調査であった

ために周辺部を含めた詳細な観Zlができなかっ

たが、検出された甕棺は弥生時代の集落を復元

する際に埋葬形態を考える上で資料となるもの

である。 (益 田雅司 )

甕棺出土状況 (上が西 )

甕棺出土地点

調査地測量図

― H―



お お た

5。 太田 0

く ろ だ

黒田遺跡 第28次調査

調 査 地 和歌山市大 1日 244-1番 地

調査面積 70nll(調 査 lκ 設定山i積 180n12)

位置と環境

大 lll・ 黒田i豊跡は、」R和 歌山駅の東側に広がる南北約600nl、 東 llLI約 350mの 範囲をもつ大規模

集落j童跡である.本遺跡の南半には中 |ILl明 の城館跡 とオ千「定される人田城跡の範囲 1南北約350m、 東

西約400m)が重複 して位置 している。これまでの調査により弥生H寺代のキ

`穴

住|ビ|や 井戸、 L坑、水

円状遺構、溝等が検出されるとともに多量の弥生 ll器 、石器 (4i包 丁、日1き 石、7i錐 、石動た、削器 )、

銅鐸等が出 Lし てお り、県内における代表的なリカ:生遺跡 として知られる(ぅ また、占墳時代以降の奈

良時代、鎌倉時代、室町時代の各時代の遺構・j童物が確認されている.今回、大田・黒 ||li世跡推定

範囲の南側隣接地、大田城跡の範 l■l内 における集合住宅建築計 l町 に対処するため、発llll l可 査を実施

した。なお、調査開始時には、本地点は大田城跡の範 FIl内 であつたため、文化財保護法によるj壼 知

及び発掘届出等については、大 111城 跡の第 3次調査として行ったが、調査の結果、広義の人田・黒

|IJj量 跡の範囲内と推定されたことにより、大田・黒 Hj量跡の第28次調査として取 り扱うこととした.

調査内容

調査対象地は、国道24けバイパス北側の駐車場敷地で南北に細長い区 1可 であっ 対象地の中央

(1葬当ヤ
~I

ポーツセンター

調査位置図
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部に幅 5m、 長さ36.5mの 調査区を設定 し、盛土及び

1日 耕作土までを機械掘削 した。機械掘削により、 1日

耕作上下面において、調査区中央部を横切るように

暗灰色粘土からなる溝状あるいは沼状地形が展開し

ているのが確認された。調査区は、この地形により

南北に分断されることとなり、諸般の事情にもより、

本調査区は溝状遺構の南側の70m2に 限定 した。この

溝状遺構の時期については上層が撹乱を受けてお

り、調査対象外でもあったため明確にはできなかっ

たが、 1日 耕作土 (2層 )下面で検出されることや埋

れよりみて下限は近年まで下るものとみられた。ま

た、溝状遺構の両端部分には石垣・杭列等の遺構は

構築されていなかったことにより、堀状のものでは

なく自然の沼状地形であったかもしれない。また、

未調査ながら機械掘削時の所見によれば、溝状遺構

北佃1の 地区については若千の柱穴等はみられるもの

の遺構密度の薄い地域であることが確認された。

以下は、溝状遺構南側地区の報告である。地表面

の標高は3.4m前後であり、旧耕作土の上に30～ 60cm

の盛土 (1層 )がなされていた。比較的安定 した堆

積状況を示す調査区南端で、旧耕作土下端の標高は

約 3mで、旧耕作土 (2層 )の下には厚さ 5～ 10cm

の灰茶褐色砂質土 (3層 )、 さらに下層 には厚 さ

20cm前後の黄褐色砂質土 (4層 )、 厚さ30cm以上の

灰茶色砂質土 (5層 )の堆積がみられた。

大半の遺構は 2層 もしくは 3層 下面の標高2.9～

3.Omに 形成されるが、調査区南東隅部において 4層下面の標高2.7mか らの濁灰褐色土の落ち込みも

確認された。この下層遺構については、検出レベルより調査対象外 となったが、後述する遺構 との

関係により弥生時代中期以前の遺構と判断される。また、東壁の南端から北へ 6～ 9mの 地点では、

標高2.9m以下には遺物の包含の認められない黄褐色土が確認された。このベース層は、調査南端及

び西壁では検出されないため、この地点から対象地内南端と西へ向かい傾斜する旧地形が想定され

る。

遺構 検出された主な遺構 としては、近世の土坑 4基 (土坑 1・ 2・ 8・ 9)、 弥生時代の土器棺

(土坑11)、 溝 (溝 1)、 弥生～古墳時代 と推定される柱穴群がある。

土坑 1は 、調査区南端で検出された直径1.4m、 深さ38cmの 円形の土坑で、プロック混じりの褐色

砂質土を埋土 としていた。土坑内より、肥前陶磁器、備前陶器、瓦器、黒色土器、中世上師器、須

恵器、土人形、軒丸瓦片、石包丁未製品等の遺物が出土 し、近世期の遺構 と判断された。土坑 1に

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

路

国道24号バイパス

調査地沢1量図





よリー部 を切 られる土 llL 2は 、幅

1.3m、 長さ2m前後、深さ24cmの

楕円形の土坑で、ブロック混 じりの

灰褐色土を埋 11と していた。Jl坑 2

出上遺物には、中国製白磁、瓦器、

土師器、須恵器、平瓦片があり、■

坑 1と 類似する性格のものであると

推定された。前記の調査 IX中 央の溝

状遺構に接 して検出された土坑 8と

ll坑 9は 、ともにブロック混 じりの

灰褐色十を埋土 とし、方形プランを

もつことから、検出時には堅穴住居

の日」能性 も考えられたが、土坑 9埋

llよ り近世遺物が出土 したことによ

り、ともに近世の時期の掘削と推定

されたc土坑の規模は、南北2.7ヽ

3.Om、 深 さは土坑 8で 17cm程 度、

上坑 9で 55cm程 度である。土坑 8

の東壁面部より復元完形で底面 と胴

部下半に穿孔の可能性のある弥生時

代中期直口
`i:が

出 llし たが、土坑底

¬

いノ2

+M0

A~~~~

__A

―

 L=25m

｀`
＼柱穴12

[甕 内埋土 ]

A ブロック混褐色砂質土

B 灰茶掲色砂質土

ｍ
５

　

一

一

茶掲色砂質土  C 暗褐色土

D 茶黄色砂質土

E 茶褐色砂質土

F 灰褐色砂質土

G 暗灰色粘土 ―∃
土坑 11実測図

面よりも若十上位で出土 しており、原位置を保っていない.

十坑11は 、土坑12に よリー部を切られるが、土坑内に弥生時代中期の差が底部を下にし、余1位 に

据えられているのが確認 された。底面中央部が焼成後に穿孔 された日l能性が高 く、弥生時代の十器

i官 と半り断される。甕内部の土を残 したまま取 り上げ、埋土を精杏 したが、骨片等は検出されなかっ

た。尭内の埋上は、Aヽ G層 に分層され、この 6つ の土|■ はその堆積状況よりA・ B層 、 C・ D・

E層 、 F・ G層 の 3グループに分けられた。そのうちB層 が土坑11の 埋上と類似 し、最も十景 も多

いことから、甕埋納後に甕内部の空洞部分に一気に流入した堆積上と判断される。 C・ D・ E層 は

有機質に関係する十層であるが、埋葬に関係するというよりは、B層 の流入後に土坑内部にできた

空洞部分に山来すると推定される。 F・ G層 はしまりのない土層であり、最後まで空洞だった部分

への流人上であろう。以上の状況と土坑内より石材等が検出されなかった事より、設置当日寺は尭回

縁部に木製蓋が付設されていたものと思われる。

溝 1は 、調査区を東西に横切る幅2.8ヽ 3.6m、 深さ50cmの 満で、下層は厚さ10cm程 度の茶褐色土、

上層は暗茶褐色土を埋土としていた。満の断面形は緩やかなU字形を示 し、北側に段をもつ筒所が

認められた。埋土からは復元完形の十が 3個体のほか石包丁米製品等が出土 した。注目されるのは、

完形品が多く認められた点と体部下半に穿孔のみられる個体が含まれていた点であり、この満が墳

墓に関連する可能性が考えられた。

-15-
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土坑11 (5)
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遺物実測図
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その他、直径20～ 40cmの柱穴が溝 1と 土坑 8・ 9の 間で多数検出された。埋土からは、弥生上器

もしくは土師質土器の細片のほか須恵器・製塩上器 (薄手丸底式)も 出土 してお り、大半は弥生時

代というよりは古墳時代中期～後期の遺構と判断されたc

出土遺物

弥生土器、須恵器、十師器、黒色土器、瓦器、製塩土器、軒九瓦片、十人形、キセル、陶磁器、

石包丁未製品等が挙げられるが、以下に遺構に伴った遺物を中心に紹介する。

土坑 1出± 11は軒九瓦の瓦当部分、12は キセルのll■ 日である。13は 土人形の大 もしくは獅子。14

は備前焼短頸壺、15は 徳利、16は 肥前系磁器碗、17は 備前焼す り鉢で、内面にスリロの一部が観察

される。12・ 15・ 16等 の様相より遺構の埋没時期は18世紀代とみられる。

土坑 8出± 4は ほぼ完形に復元された直同壺で、日縁部直下に断面三角形の突帯をもち、胴部下

半と底面に穿孔の可能性のある穴がみられる。弥生時代中期中葉 (第 Ⅲ様式)後半から中期後葉

1第 Ⅳ様式)前 半頃の所産である。

土坑11出 ± 5は胴部下半をタタキのちケズリにより調整する甕で、胴部上半にはハケメ調整が施

される。弥生時代中期中葉 (第 Ⅲ様式)の土器とみられる。

溝 1出± 1は頸部上位に 2条の凹線文をもつ直口壺で、日縁にわずかに注ぎ口をつけている。 2

と3の広口壺は、胴部を簾状文と刺突文で飾 り、垂下口縁部には円形浮文がつけられている。 3の

簾状文は板描簾状文である.7は高杯の脚部、 8は把手付台付鉢、 9は甕底部、10は 緑色片岩製石

包丁未製品である。 9の紀伊型甕以外は、弥生時代中期後葉 (第 Ⅳ様式)前半につ くられた土器群

とみられる。

包含層出± 6は弥生中期の直口壺である。第Ⅱ様式後葉から第Ⅲ様式前葉の時期のものである。

まとめ

調査により、弥生時代、古墳時代、江戸時代の遺構・遺物 と平安時代、鎌倉時代の遺物が確認さ

れたc特 に、弥生時代中期には、甕を利用 した土器棺、墳墓に関係 したとみられる溝、江戸時代の

土坑に混入 していたが穿孔 された壺の存在より、当該地を含めた周辺が墓域であつたものと判断さ

れた。時期的には弥生時代中期中葉 (第 Ⅲ様式)後半～中期後葉 (第 Ⅳ様式)前半である。

その後、古墳時代中期～後期には柱穴群が形成されてお り、居住区になった可能性が高い。さら

にその後、明確な遺構が形成されるのは江戸時代中期であ り、円形 もしくは方形のプランをもった

土坑が形成される。遺構埋土や包含層に当該時期の遺物が一定量包含されることより、屋敷地の一

部になっていたものと考えられる。

(前 田敬彦 )
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もり

ノ森遺跡 第 6次調

調 査 地 和歌山市東鍛冶屋町49-2番地

調査面積 45m2

位置と環境

鷺ノ森遺跡は和歌山城の北方500mの ところに位置し、現在の城北地 |ス を中心に東 l Ll、 南北ともに

約300mの 範囲をもつ.遺跡は、中世末期に浄 ll真宗本願寺の別院として開かれた鷺 ノ森711院 およ

び、和歌山城 ド町を中心 とする遺跡である。また本追跡内から弥生土器、 LF「ll器 、須恵器等のサ堂物

が採集されていることから、弥生時代以降の複合遺跡として知られている。

今 |口 |の調査対象地である東鍛冶屋町は、地名からもわかるように城 ド町の中でも特に鍛冶屋町に

相当する.1992年 の地下駐車場建設に伴 う第 3次調査では、江戸時代の町屋跡のほか、鍛冶炉跡等

の小鍛冶に関する遺構を確認 している。

調査は、本遺跡内にビル建設工事が行われることとなり、Ti前 に実施したものであるこ

調査内容

調査は東西 5m、 南北 9mの 調査区を設定 して行い、調査の結果

'Ii戸

時代以降のi世構面を3面確認

することができた。

まず第 1遺構面は、地表か
',約

60cm卜 1■ で検出したものであり標高4.2mを 測る.こ こでは、i幕末

から近代のものとなられる埋尭、j141桶 、砂岩の礎石を伴う柱穴や、1811「 紀中葉頃とみ′)れ る敷地境

のイiダ11基 とそれに伴う溝、礎千i建物 1棟 を検出している.

石列 1は調査区の東壁際、S3～ 9mの区間で検出したものである。石列は南北方向に延び、西

側に1白 iを もつc部分的に撹乱されているものの、本来は 2段 に積んでいたことがわかる.主 に結品

大 |

工

Rl

九正 百貨店

縫

ど

寺1器欅「ヽ

~日

「

丸
正
ビ

ル

召
日

Ｌ
Ｉ

調査位置図
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片岩を使用し、基底石の中には砂岩も含まれる。石材の大きさは20～ 40cmであり、扁平な割石を横

積みにしている。石列の基底部では、直径約10cmの 横木の一部を検出している。また石列の西側に

は、石列に沿って南北方向の溝 (溝 1)が伴 う。溝 1は 幅約80cmの 規模をもち、南に向かって傾余|

している。さらに石列の東側、敷地内からこの溝に向かって幅16cmの 小溝 (溝 2)が掘削されてお

り、これらの溝は排水施設とみられる。調査地の北を束西に走る道路は絵図等から、近世城下町の

町割を踏襲 してお り、鍛冶屋町通 りに相当することがわかっている。そのため、石列によって区画

された敷地の地回は北にあると推定できる。また調査地の南を東西に走る道路は、第 3次調査時に

検出した大水道の延長上にあり、溝 1は この大水道に向かって掘削されたとみられる。

礎石建物は、建物の東辺 2間分を検出したものである。柱間は北から1.9m、 2.Omで あるc直径1.0

～1.5mの大規模な掘方をもち、建物 も相当大 きなものであったことが窺える。柱穴の深さは遺構検

出面から50～ 60cmを 測 り、埋土は5Y5/2(暗灰黄)粗砂混シル トと礫の互層からなる。さらに柱

穴の上面中央には、結晶片岩の板石を敷き、柱穴の底面直上には直径50cm大の結晶片岩および砂岩

を数個敷 きつめた状態であった。ビット8に はこの結晶片岩の板石がみられなかったが、ビットの

直上まで撹乱を受けており、後世に移動させられた可能性がある。

第 2遺構面は、標高4.Omを 測る。ここでは17世紀後葉頃の敷地境の石列や小溝、土坑やビットを

検出している。敷地境の石列は上層の遺構によって著 しく削平された状態であったが、石列の基底

石の一部が残ってお り、残存部をつなぐと敷地割は第 1遺構面よりもさらに細か くなる。結品片岩

の割石や拳大の砂岩、幅約20cmの小溝によって分割されている。敷地害1の方向性は、第 1遺構面と

同じく南北方向である。

IW3

Ｗ
謳
ド
‐―
石

＝̈
―１
１
‐／

礎石建物 1

第 1遺構面全景 (南 から)

第 1遺構面実測図
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ここで検出したピットのほとんどは、結品片メ|

の割石を根石とし、直径0.5～ 1.Omの規模を測る。

第 3遺構面は、標高3.8mを 測るc主 な遺構 と

しては鍛冶炉跡や土坑、ビットを検出している。

鍛冶炉跡は調査区の南壁際で検出 したものであ

る。遺構の範囲の大半が調査区外におよび、上層

の遺構によつて削平された状態であったが、復元

すると直径約50cmの 円形 もしくは楕円形を早す

るとみられる。炉跡の周辺は熱により赤変 してい

た。炉跡の北肩にフイゴの羽口を設置 していたと

みられる窪みがあり、またフイゴの羽口を固定 し

ていたとみられる壁 11が炉跡の底に残 されてい

た。炉内部には炭等の残留物が底面に若干みられ

ただけであり、短期 rn3‐ で廃棄されたとみられる。

今回の調査では、i貴物収納コンテナにして 7箱

分の遺物が出土 している。近陛の陶磁器が大半を

占め、その他フイゴの羽目や鉄iキ等の鍛冶に関す

る遺物や、煙管、上人形等の日」
‐
屋に関する遺物が

出土 している。

1・ 2は唐津の皿である。ともに高台無釉で、

見込みには胎土目が残る。内面および体部外面

/  ＼
A

L=210m

壁 土 5Y53
50cm

鍛冶炉跡実沢1図

1/3ま で藁灰釉を施 し、内面には鉄絵がみられる。 3は唐津、 4・ 5は伊万里の碗である。 3は削出

しによつて高台を成形 し、内面には蛇ノロ釉剥 ぎがみられる。 4・ 5は ともに高台接地 lEE以 外は施

釉 し、 5に ついては内面見込み部分に蛇ノロ釉剥 ぎがなられる。 7・ 8は土師器の11で ある「 内外

面ともに淡赤褐色を呈 し、回転ナデ調整によつて調整されている。外底面には回転糸切 り痕が残る。

6は いわゆる瀬戸美濃産の「拳骨茶碗」である。高台外面以外は全面に鉄釉を施 しているこ胎部中

央には直径約2.5cmの窪みをつけ、長石釉を斑点状に施 し装飾 している。高台接地面には「上△」の

刻印がみられる。 9・ 10は フイゴの羽口である。胎土は淡黄褐色を呈 し、直径は 7～ 8cmを 測る。

また、通風孔は直径 3 cmで ある。11・ 12は煙管の雁首であり、ともに鋼製である。11は 比較的火皿

の位置が高く、ほぼ直角に立ち Lがる。また11は 厚い鋼板を使用 し、羅宇結合部に補強帯を施 して

いる。またこの他、江戸時代の整地土から弥生時代後期 とみられる叩き目をもつ甕、もしくは鉢の

破片が出土 している。

下層調査では、遺構を検出することはできなかったものの、第 3遺構面の整地上層より下層から

平安時代のものとみられるの上師器の細片がJi上 している。

まとめ

17世紀中葉から近代に至るまでの遺構面を検出することができた。和歌山城下町は、道路を挟ん

で向い合う町並みを一つの町とする「路線式町割」である。今回の調査では、1992年 の調査 と同様、

//軽
t発部分

A

鍛冶炉跡 (北 東から)
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遺物実測図

排水溝や石列によって敷地の境界を示 していることや、道路に面 して短冊型に敷地を構成 している

ことが確認できた。また調査地は鍛冶屋町として整備されたところであ り、今回も若千ながら小鍛

冶に関する遺構を検出してお り、このことを裏付けるものである。 しかし、炉跡は第 3次調査 と同

じく江戸時代中期以降の遺構面にはみられなかった。文献資料によると城下町の町割 りは、遅 くと

も寛永年間 (1624～ 1644年)ま でに整備されたとされているが、本調査によって確認できた遺構面

は古 くとも17世紀中葉頃までである。

またさらに遺構を検出することはできなかったが、江戸時代以前の遺物が出土 しており、今後江

戸時代以前の遺構を検出する可能性を暗示させるものである。

(栗本美香)
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和歌山市史編纂委員会  『禾日歌山市史』第 2巻  1989年

三尾功『近世都市和歌山の研究』1994年



泣退鐵瓢一畑
″
ｒ 跡 第29次調査

調 査 地 和歌山市大田297番 地先

調査面積 6m2

位置と環境

太円・黒田遺跡は、南北約600m、 東西約350mの 範囲をもつ大規模集落遺跡である。本遺跡の南

｀
11に は中性期の城館跡と推定される大田城跡の範囲が重複 して位置 している。今回は、和歌山市駐

車場案内システム設置工事に伴い、国道24号 バイパスの中央分離帯部分の調査を行った。なお、調

査開始時には、本地点は大田城跡の範囲内であったため、文化財保護法による通知及び発掘届出等

については、大田城跡の調査 として行ったが、調査の結果、広義の人田・黒田遺跡の範囲内と推定

されたことにより、大田・黒田遺跡の調査のひとつとして取 り扱うこととした。

調査内容

調査対象地が道路敷地内であり、調査は夜間に限られたため、色調の不明確な小規模遺構につい

ては確認が困難であった。基本上層としては、道路のアスフアル ト部分を除いて 5嗜 に分層できたこ

1層 は厚 さ約50cmの 道路の基礎部分であ り、 2層 は厚 さ約10cmの 旧耕作土 とみられた:こ の |「 1排

作土は、本来厚さ20cm程度はあったものと考えられることより、道路敷設に伴い上半が掘削された

ものとみられる。 3層 は厚さ30～ 35cmの 砂質十、 4層 は厚 さ20cm程度の暗茶掲色上で号U種 の上の

固まりであるプロックが混在 していた。 4層 が包含層で、 4層 下面で土坑 lが確認された:jL坑 1

|

M`太 田城跡

調査地

ヽ

躍
卜詮

α
ｌ
ф
Φ
ｒ

_l_所彗、

喜曲

調査位置図
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は、直径1.2m、 深さ0.7mの 円形、もしく

は楕円形の li坑 であ り、土器片が多く含

まれていた。lli積 土は 3層 に分唇 される

がいずれの lll■ にも土器片は包含されて

いた=ま た、 ll坑堆積の城 Ltt a層 と4

喘の区別が不明瞭ではあつたが、 4曝 ll

面からの遺構ではないと判断iさ れた。断

面形では、東側の立ち上が りが急である

のに対して西側がなだらかな傾余|を もつ。

遺構検出時には、井戸・柱穴・十坑の 3

種類の性格が想定 されたが、平面・断面

形態やi童 物出土の状況より土坑 と判断 し

た。

出土 したt器類 としては、 3層 より上

師皿 (7)、 土坑 1よ り黒色十器椀 (1・

2)、 上師皿 (3～ 5)、 台付皿 (6)等

が出■ している。土ウtlか らはほかに須

恵器甕胴部片も出上 している。

まとめ

調査により、中世期の包含層 と平安時

代の上坑 1基が検出された.周辺地形図

よりみて、道路面の標高は3.5m前 後と推

定 されることから、中世期の包含層は標

高2.1～ 2.3m、 平安時代の土坑は標高2.3m

前後に形成されていることとなる。

平安時代の遺構が確認されるとともに、

中世期の包含層も水平堆積することより、

大田・黒田遺跡の推定範囲は南方へ拡大

するものと判断された。また、本調査地

ヒ_

5

土坑 1

[土 層 名 ]

1 砂 礫 土 (盛土 )

[土 坑 内 埋 土 ]

a 暗 褐 色 粘 土
b 灰 責 茶 色 粘 土
c 暗 灰 褐 色 粘 土

2 灰 青 色 砂 質 上
3 灰 茶 掲 色 砂 質 土
4 フ ロ ン ク 混 暗 茶 掲 色 土
5 灰 茶 色 粘 土

調査区実演1図

の西方約150mの地点で昭和50年度に実施された第10次調査においても平安時代の遺構・遺物が検出

されていることから、大田・黒田遺跡の南端部域に平安時代のひとつのまとまりある地域を想定で

きる可能性がある。

(前田敬彦 )

【参考文献】

『太|口 黒田遺跡範囲確認調査 (和歌山港～鳴神線)概要」和歌山市教育委員会 1976

[南壁土層図 ]

2

遺物実測図
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8。

調 査 地 和歌山市一番丁3番地

調査面積 30m2

位置と環境

史跡和歌山城は紀ノ川河 [1南 岸、和歌山平野のほぼ中心部に位置する標高約48.OnltD■ 1「i丘 陵に

築かれている。和歌山城は、天正13(1585)年 に紀州を平定 した豊臣秀吉によつて倉i建 さ|し た:紀

伊国は秀吉の弟である秀長が領有 したが、秀長は大和州∫山城に在城 したため和 I炊 山城 111ま 城代とし

て桑山重H青 を入国させた。 しかし、この当時の史料はほとんど現存 しておらず、倉1建ヨ}:D llイt山 城

はどのような構造であったかは不明である。その後、慶長 5(1600)年 、関ケ原の合戦 iお いて勝

利 した徳川家康が領有 し、この戦いにおいて戦功のあった浅野+長 を大坂城の中:臣 氏を■|:す るた

めに入国させた。入卜1後 の幸長は、城郭の大規模な改修や城下出」
^の

建設にと |,か か ′́たとされる.

元和 5(1619)年に浅野氏は広島へ転封 され、代わって徳川頼宣が城主となった ■ :■ 1'、 FIし た

頃には、すでに和歌山城はほぼ完成されていたといわれる.入「1後の頼宣は、元札 7 1621 11か

ら城郭と城をlllり 巻 く城下町の拡張・整備などを行った。その後、明治 4(1871 11⊃ ISI讐 Fiけ,1に

よって初代城主である頼宣から約250年 間に波って徳川氏の支配下にあった和歌山域 |ま た城 となっ

た。明治時代以降の和歌山城は、昭和 6(1931)年 に文部省から史蹟に指定 され、さ
・́
,こ FH和 110

(1935)年 に天守閣などが匡1宝建造物に指定された。 しかし、昭和20(1945)年 の第 2次 IЦr界 人戦

による大空襲で壊減的な被害を受けたこ焼失 した天守 1割 は、戦後の復興とともにH`千1133 1958 年

22M 22M
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調査位置図
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に外り1の み原形を伝える復興天守閣が完成 した。こうして和歌山城は、今日に至るまで市民の憩い

の場として活用されている。

調査内容

・ 調査の方法は、以 Fiiの 調査成果や幕末に描かれた『和歌山御城内御惣絵図』(和 歌山県立図書館蔵)

をもとにキャブシステム埋設工事区域において石lBと 御llJ定 IHlが推定される筒所に80cmの幅で長さ

26nlと 9.5mの 2区画の調査 |ど を設定 し、北側をA区 、南側をB区 とした。またA区 において検出し

たイi垣の残存範囲を確認するため、拡張部分を一部設けた。

A区 は、砂岩の石垣 とこれに伴う裏込めを検出した。この石垣は地表面から約50cmの深さにおい

て検出したもので、現在消防器の西で途絶えている堀の延長に伴うイi垣 となられる。『同絵図』によ

るとこの石垣は南に突出していたようである。

検出した石材の周囲を掘 リトげたところ、これの 卜に

石は続いてお り、 2段分を確認 したc上段の石材は撹

乱が及んでいたため、検出できたのは 11「1で ある。こ

のイi材 は、申1約 70cm、 高さ35cm、 奥行 lm以 卜1の 規

模を測るこ下段のイf材 は 34‖ 検出しており、中央が幅

約20cm、 高さ25cmの 大 きさである。 しか し、東 [Jの

准f材 においては,」 査範 141外 であるために規模は不明で

あるこ

裏込めは石力1の 南側において検出し、 ‐
部で撹舌しに

よって壊 されているものの 6mの奥行きをもつもので

あったc裏込めのイi材 は10～ 20cm大 の結品片岩が多

くりllい らオしていた。

Ci 礎石 1 礎石 2

 ` 一 L=400m

断面図

D'

A区

Cコ

TI

立面図

C'

L=450m

A・ B区遺構実測図
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このほか、訓今区南端から北へ約 2mの 地点

で地人面から約1.10mの 深さにおいて、60cnl以

Lの 人形の砂岩を3個検出 した.こ れらはイi組

みではないが、このうち 2個の石材に矢穴 l「

/11・ が

確認でき、大形の L/J石 であることから、南側の

石井:が壊 された際のものである可能性を推察す

ることができる.

±11の ナ位積状況については、石■1か ら南方向

では10ヽ 30cm大の結品片岩を多く含む黄褐色系

の粗砂の層が臭込めとしてl住 積 している=ま た

撹乱のためにJl層 が乱れており、准iJ11と 裏込めの構築状況の資rlを 得ること|ま でき

めの F層 は、よく締まった黒褐色系の粗砂混シルトで整地されているi

B区は、『和歌山御城内御惣絵メ|』 にみられる「御勘定 1町 Jにあたる地′11て ちι

4ヽ0cinの深さにおいて、勘定間に4｀卜う門柱礎イiの 一部とみられる礎イ「を検出し、二

れ北佃1を 礎石 1、 南側を礎石 2と した。また礎ィil・ 2の構築状況を確|ま するたI

長さ約 3mのサブ トレンチ調査を行った。

[礎石 1] 調査区南端から北へ 6m周辺で地表l「 から約40cmの深さにおいて、 トレシエをi黄 切る中高

30cl■ 、高さ約50clnの 規模を測る砂岩を 21161検 出した.こ の7iの 長さは調査範囲クト,11tt,て いるた

めに不明である。またこの石材は北佃|に面をもち、南側において掘方を検出した:fた イ111ま |〔 |'け に

長 く、蹴放 しをこの礎石上に据えていたものとなえられる。

[礎石 2] 同じく約 5mの地点で地表面から約30cmの深さにおいて、 1,コ約30cnl、 高さ1 0cnlの 砂

岩製の礎石を検出した。この礎石の ドには根7Tと 考えられる約20cm大の結謂I片 岩が■´`,れ た
[

土層堆積状況などから、礎石 1・ 2は 、褐色系の米H砂の整地層によって|力 |え られ、さらに日lflノ(li

色系のシル トを用いて表面を整えていることが確認された3こ のシル ト|■ は、調査 lκ l朽 端か
'p北

ヘ

約 4ヽ 6mの 範囲においてほぼ水平に整地されていることを確認 した。また礎石 1の北側の堆積は、

各層位が北へやや傾斜 している状況を確認することができた。

出土遺物 今回の調査で出土 した遺物は、コンテナに約 4箱であった。A・ B区のj童物 |よ 、li ll「 陶

磁器、瓦などが出上 した。これらの遺物の人半は整地層から出十 してお り、石垣やFIIの 集j豊時期を

示すものについては確認することができなかった(

1・ 2は 、軒九瓦である。 1・ 2の瓦当而は、直径 13.9cm、 厚2.3cm、 内区径10.2cmを 涸1る .2
の全長は26.lcmで ある。 3・ 4は 、唐草文様の滴水瓦である。 5は、軒込教瓦である[瓦当面の復

元直径9。 7cm、 厚1.35cmを 測る。 6は 、堺焼信鉢である。復元口径31.6cm、 復元底部径15cm、 器高

11.lcmを 減1る 。クシメの単位は12本である。内底部に重ね焼 きの痕跡がみいれ、江戸時代後期のも

のである。 7は 、備前焼橘鉢で、江戸時代後期のものである。日縁端部に細か く打ち欠いた痕跡が

みられ、重ね焼 きの痕跡の日∫能性がある。 8は 、褐釉陶器の徳利である。 9は 、陶器の皿であ り、

灰黄色と透明釉を内面と外面体部上半まで施釉するものである。

ソとメ△

'二

′tl:il ′t ilり 30

■t■ をそれ [́

―、 ―■・1り 10Cnl、

B区礎石近景 北 tら
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遺物実測図

まとめ

A区 は和歌山市消防局中消防署の両佃1で途絶えている和歌山城西外堀から東へ約25mの地点にお

いて、昭和初期に取 り壊された西外堀の南側の石垣残存部を確認することができた。また、この石

五から南へ約 7mの地点で 3個の石材を検出した。これらの石材は、幕末の『和歌山御城内御惣絵

図』に描かれている堀の南佃1の 石垣から突出した箇所と出土地点がほぼ一致することから、この石

垣が壊 された状況を示すものと考えられる。 B IXで検出された礎石 1・ 2は、『同絵図』に描かれた

「御勘定門」の位置とほぼ一致することから、この間に伴う礎石と考えられる。なお、勘定門は平lH

面に整地された面に礎石 1・ 2を 据え、この上に門を構築 していたものと推測できる。さらに土層

の堆積状況から門の北側はゆるい坂道となっていたことを明らかにすることができた。堀の範囲に

ついては、1987年 の調査において、『同絵図』に描かれている西外堀から鍵手状に屈曲しながら北

に延びる外堀の 一部が確認されている。加えて消防署の西側から続 く石垣は、今回の調査結果から、

本調査地周辺に至 り、やや南寄 りに構築されていることを確認 した。

1月 治維新後の和歌山城は、政府により破却処分となり民間に払い下げられた。これによって、堀

は埋められ、石垣などは解体され、取 り壊されて宅地などに整備が進められた。このため現在の和

歌山城の規模は、絵図などから知 り得る江戸時代末期の城郭よりも縮小されている。今回の調査に

おいても明らかなように、昔日の和歌山城を復原する上においては、今後の周辺の発掘調査成果に

”は
レ
ロ
弓
‐‐′‐』
レ

ー粋
|

期するものが大 きいといえる。
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てらうち

9.寺内古墳群 第 3次調査

調 査 地 和歌山市森小手穂字151623番地 他

調査面積 80m2

位置と環境

寺内古墳群は、岩橋千塚古墳群の立地する岩橋山塊南側の丘陵上に分布する l c岩 橋千塚古墳群

の分布範囲は、主として岩橋山塊の北側斜面すなわち天上塚・将軍塚 ・知事塚・郡長塚などの大型

前方後円墳の存在する前山地区を中心に、花山・大谷山・大 日山・寺内・井辺・井辺前山の各地区

を含めた丘陵上全体に広 く分布する古墳群を指す .21。 寺内古墳群は、このうちの寺内地区に含まれ

る。

調査内容

今回の調査は、岩橋山塊南側に位置する尾根上の隆起 8箇所について、これら隆起が古墳である

かどうかの実態を解明するために確認調査 として実施 したものである。

調査を開始するにあたり、各隆起に対 して35～ 41の地点名を付 した。なお36地点に関しては、近

接 して隆起が 2基存在 したため36A、 36Bと した。これら調査対象となった 8箇所のうち、 2箇所

(第 37・ 38地 点)で古墳の存在を確認 した。その他の地点は、自然地形であることが判明 したcま

た当初予想 していなかった地点で排水溝 1基 も確認 した。以下第37・ 38両地点の調査および排水溝

調査位置図
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について記述する。

(1)第 37地点の調査

第37地点は、北東から南西方向に派生 した尾根の先端部に存在 し、標高は約60mを 沢1る 。この古

墳は地形沢1量 の結果、等高線の状況などから円墳 と推定できる。墳丘の直径は5.5mで、その高さは

約1.5mと 考えられる。以下、記述を進める便宜上、実際の北東方向を北とする。

墳丘の南部には不定形の撹乱坑が存在 し、その規模は一辺約 3m、 深さは約3.5mを 測る。調査は、

最初に撹乱坑内部を精査 し、その後撹乱坑以夕れこおいて東西および南北方向の トレンチを設定 した。

各 トレンチ名は南北方向をトレンチ 1、 東西方向をトレンチ 2、 トレンチ 2を南に拡張 した部分を

第37地点 トレンチ設定図
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トレンチ 3と した.但 し、墳 11「1に樹木が′li成

しているため、各 トレンチは不定形をなす結坊t

となった.以 ドに撹乱坑内および各 トレンチの

調査で得られた成果について |ム ベる :

撹乱坑内

撹乱坑内を精査 したところ、その底部で拳人

よりもやや小振 りな河原子i群 1エ ィ1)を 検出 し

た,こ のT石 は散舌Lし た状況であることか′)、

本来石室の床前iに 敷かれていたものが撹乱を受

けて舌Lさ れたものと考えられる.こ の玉イiの「 1

上で須恵器高杯、須恵器長頚11:、 須恵器脚台付

董などが出11し た.

トレンチ 1

幅80cm、 長さ約 3mの南北方向に設定 した ト

レンチである.主 として南半部画壁および北端

部で緑色片岩を検出 した.こ れら緑色片ア|は 、

石室に用いられた石材 と考えられる。これ
')イ

「

材の検出面は、 トレンチ南
｀
11部 で現地表面下約

lm、 北端部では現地表面下約40cmを 測る。

トレンチ 2

幅約1.4m、 長さ約3.5mの 東西方向に設定 した トレンチである。現地表面 ド約30cnlで 緑色サ|ソ |が集

積 した状況を検出した。これら緑色片岩は、 トレンチ 1検出のものと同様、不i申 にサIIい られた十i材

と考えられる。

トレンチ 3

この トレンチは、 トレンチ 2で検出した緑色片岩の集積が南へ展開するかどうかを確認するため

に設定 した。その結果、北部では現地表面 ド約30cm、 南部では約50cmで 、 トレンチ 2と 同様に緑

色片岩の集積した状況を検出した。

(2)第38地点の調査

第38地点は南北方向の陵線上に位置 し、標高は約60mを 測る。この古墳 も地形測量の結果、等高

線の状況などから円墳 と考えられる。墳丘の直径は約 7 nlで 、墳丘の高さは約75cmと 推定できる。

この地点での調査は、墳丘神|に lヵ 所、墳丘 11部 に2ヵ 所の計3カ 所に トレンチを設定 した。各

トレンチ名は墳 |■裾部の東西方向を トレンチ 1、 墳丘 11部 の南北方向を トレンチ 2、 トレンチ 2に

直交する トレンチをトレンチ3と した。以 ドに各 トレンチの調査で得られた成果について記述するc

トレンチ 1

占墳の基底部および周溝等の存在と、地|■ の堆積状況を確認するために設けた トレンチである。

この トレンチ調査の結果、地|ぎ はほぼ水平に堆積 してお り、現地表面下約30cmで緑色片岩の岩盤を

検出した。この トレンチ内で遺構等は存在 しなかった。

第37地点 トレンチ 2石材検出状況 北東から

第37地点撹乱坑内完掘状況 (南西から)
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トレンチ 2

幅1.2m、 長さ16.5mの ほぼ南北方向に設けた トレンチである。この トレンチ中央よりやや南側に

おいて、東西方向の溝 (溝 1)を検出したcこ の溝の規模を確認するために、 トレンチ 2の 一部を

西側へ拡張 した。東佃1に 関 しては地形の制約 }l拡張を断念 した。その結果溝 1は 幅50cm、 長さ2m
・
以上であることがわかった。この溝内から遺物は出土 しなかった。

また、 トレンチ北半部には幅1.2m以 上、長さ3mを 測る撹乱坑が存在 した。この撹乱坑内の埋上

には、ガラス片やビニールなどが含まれることから、近代に入ってからの撹乱と考えられる。但 し、

この撹舌L坑内を精査 したところ、その底からは、拳大よりもやや小振 りの河原石が若千出土 した。

この トレンチの南北断面を観察すると、現在残存 している墳iの規模は約 7 nlと 推定できる。

トレンチ 3

墳 Fの 中央部と考えられる位置に、 トレンチ 2と 直交する形で トレンチ 3を設けた。 トレンチの

規模は幅1.2m、 長さ8mと したc

この トレンチの東西断

面をみると、墳丘中央部

(ト レンチ 1と の交差部

分)を 中心に東両へ流出

する形で土層が堆積 して

いる状況を観察すること

ができた。 しか し、 この

トレンチ内で遺構は認め

られなかった。 また遺物

の出■もない。

第38地 点の古墳では、

埋葬主体部や時期 を特定

できる遺物 を確認するこ

とはできなかった。 しか

し、地形測量および トレ

ンチの断面観察等によっ

て、古墳であることは間

違いないと思われる。埋

葬主体部に関 しては後世

に完全 に削平 されたか、

または今回設定 した トレ

ンチ以外の場所に存在す

ると考えられる。

(3)排水溝

寺内古墳群の存在する

F陵の南北方向に延びる ＼ンノ//才
才

第37地点遺構平面実測図

予 ,夕
V

玉 石
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陵線上から、第37地点の古墳が存在する尾根への分岐点付近で古墳の排水溝が露出してヽ

然に発見した。この排水溝は、 L記陵線上で北方から南方に下る斜面に設けられてヽヽる

この排水溝を持つ占墳は、かつて北方に位置していた事が考えられるc

(4)出土遺物

今回の調査では、第37お よび第38地点で遺物の出土をみた。出土量は、遺物1又羊:籍  コンテナ ,

に2箱であ り、このうち土器類はコンテナ 1箱 を数えるcこ れら遺物のうち|｀

q化 できたものは、第

37地点の撹乱坑内から出土 した以下の 4点である。

1は 須恵器高杯である。11径 10cm、 器高7.Ocmを

測る。このうち杯部の高さは2.5cmを 測る。調整は、

内外面ともに
「

寧なナデ調整を施す。焼成は良好で、

胎tは比較的密である。胎Jl中 に直径0.2～ 1.Omm大

の白色砂粒を多 く含む。色調は、内外面ともに暗灰

白色を呈する。時期は 7世紀前半頃と推定できる。

2は 、須恵器長頸壼の頸部である。日径7.Ocm、

残存高は9.5cmを 波1る 。調整は、内外面ともに丁寧

なナデ調整を施す。焼成は良好で、胎土は比較的密

である。胎土中には直径0.2～ 1.5mm大の白色、灰色、

黒色砂粒を多 く含む。色調は、外面が暗灰色で、内

面および断面は、明灰色である。また、外面の一部

には暗灰緑色のガラス質の自然釉が付着 している。

この遺物の時期は、 1の高杯に近いものと考えられ

る。

3は 、脚台付壼の胴部から底部にかけての破片で

ある。最大径は13.5cmを 測 り、残存高は6.8cmを 測

る。底部に脚台の接合痕が残存する。このことから

脚台の上端径は、6.5cmに復元できる。調整は、内

外面 ともに丁寧なナデ調整を施す。焼成は良好で、

胎土は密である。胎土中に直径0.2～ 1.Omm大の白色

砂粒を若干含む。色調は、内外面ともに明灰色であ

る。上述 2の壼頸部とは、同一個体である可能性 も

考えられる。

4は、須恵器の高杯とみられる脚部で、残存高は

8.Ocmを 測る。胎土は密であるが、磨減が著 しく調

整痕は残っていない。透かし窓は長方形で、 2方に

施されていたものと推定できる。焼成は、非常に軟

質な焼上がりで、いわゆる「生焼け」の状態である。

色調は、内外面ともに明灰黄色である。

るヽのを偶

トレンチ2F~｀

トレンチ 3

J

第38地点遺構平面実測図
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まとめ

今回の第 3次調査では、古墳 と推定される地

点を合計 8ヵ 所にわたって調査 したが、このう

ち第37・ 38地点の 2カ 所で古墳の存在が確認で

きた。

特に第37地点では、撹乱坑内に横穴式石室の

残骸 と思われる石材や工石が残ってお り、須恵

器の高杯、壼などが出■ した。この須恵器の製

作時期は、 6世紀末から7世紀前半頃と推定で

きるc

また、第38地 点およびツト水溝に関しては、年

代を推定できるような遺物が出上 していないた

め、遺構の時期は不明であると言わざるを得な

い。

岩橋千塚占墳群全体は、 5世紀後半から7世

紀前半にかけて、700基近い L午墳が営まれるが、

第37地点撹乱坑内出土の須恵器は、岩橋千塚古

墳群の造営が終焉を迎えようとしている頃に石

室の中に持ち込まれたと言うことができる。

(木建正宏 )

言主

(1)和歌山県教育委員会  『和歌山県埋蔵文化員イ包蔵地所在地図』 1996

(2)『和歌山県史』「考古資本|」  和歌山県史篇さん委員会 1983

第38地点完掘状況 (1ヒ から)

排水溝確認状況 (東から)

遺物実測図

-33-



わ か やま じょうせき

10。 和歌山 城 跡 第 5次調

調 査 地 和歌山市小人町29番地

調査面積 90m2

位置と環境

和歌山城跡は、和歌山城 liの 九に相当する遺跡である.ま た特に調査地は、和歌山城の画外堀に

相当する。西外堀は、和歌山城西の九外円から現在の十 :番 ∫
´
の西部に11り 、市堀川に続 くもので

ある.安政 2(1855)11に かかれた『和歌山城下田]^図 』などの文献史料によると、堀の幅は15ヽ

18mの 規模であると推定される.し かし、和歌山城の外堀はI夕 1治 1時代以降に埋め立てが行われ、現

在ではその姿をみることはできない。西外堀の部分については、昭和 2年から同15年の間に埋め アヽ

て工事が行われたことが判lluし てぃるc今回の討J査は、す量跡の範 1井1内 において和歌山市中央交流セ

ンター建設J:事 が実施されることとなり、それに先立ち行ったものであるこ

調査内容

調査は埋 i生 した堀に直行するかたちに 2ケ 所の調査区を設定 して行った。各々の調査区は、幅 4

m、 長 さ10mで あり、必要に応 じて一部拡張 した。また調査対象地内の東側にある調査区を トレン

チ 1、 西端の調査区をトレンチ2と 呼称 した。

トレンチ 1で は、第二次 |IL界 大戦前後の昭希1期 の整地十が厚 くl性 積 し、また建物の基礎によって

ヽ
部撹乱されていたc最深部においては現在の地表面から約2.5nlの ところまで掘肖1し たが、た|:戸 時

代の地層までには至らず石垣は検出できなかった(

トレンチ 2は 、堀が西から北へ屈曲する部分に相当する。ここでも、上層の堆積状況は トレンチ

1と 類似 してお り、昭和期の幣地 llが厚 くl住 積 していた.こ の トレンチでは、第 1次世界人戦時の

焼土層がL月 確にみられた.さ らに調査区の南西隅では、焼■層の下層から、50～ 70cmの 大きさを測

る石材が約201国 集中して出土 したし

理

~E~リ

「

~¬

|

l t遷
多
・

l l

|

l  l

|=~」 L iI 丁
|

1異=暑 |

飼

一一口
銅
一

調査位置図

0                  200m
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検出 した石材は砂岩 と緑色片ア|の 11種類みら

れ、砂岩が多数を11iめ る。砂岩については、方形

に明り出したとみられるものが多い。(f材は人為

的に積み llげ たものではなく、2.5Y4/11黄 灰 )

・l ll砂 混シル トの1佳 積■とともに乱雑に投棄された

ような状況であり、その層中には煉瓦局や近代陶

磁器などが含まれていた.そのためこれらの集石

は石ナFで はないが、石材の形状やその堆積状況か

ら、石l亘 が倒壊 したものかもしくは堀が埋め立て

'っ

れた当時破損 した石垣の石材と推測された.し

たがって、石力1は 調査区よりさらに南および Ll外

側に位置すると考えられたため、石材が集積 して

いる部分を中′亡、に拡張 したが、石垣を検出するこ

とはできなかった.

さらに焼土と石材の下層は、黄灰色系の砂|■ と

なる。これら砂層には近 Lお よび近代陶磁器など

の遺物が含まれる。また L層 断面を観察すると砂

層は、徐々に堆積 したものではなく ^度 に埋めた

ような状況であつた。西外堀は、戦前に1里 め立て

工事が行われてお り、砂層はその当H寺 の堀の整地

上とみられる。 しかし、戦災後の整地 Lや戦災の

焼土が調査区内において、南から北に向かって傾

斜 していることか喝、戦後しばらくの間は堀の痕

跡があったとみられる。

まとめ

『和歌山城 ド町図』から復元してみると、今 |口 |

の調査では堀の内部とともに南側の石垣の一部が

検出できると考えていた。調査の結果、石垣は検

出できなかったが、石垣の石材とみられる千i lNlが

多数出上 していることや、18L紀代の陶磁器類が

みられるため、堀の南佃1の石垣は今 1日 |の調査地の

南方近 くに存在するII能性が高いとみられる。

(1宋本美香 )

注 1'和歌山城 卜町ド1 紙本着色 野際茶真両安llt 2

(1885)年  和中光次氏蔵にカロ筆して作成

‐.‐ it 11

1が 1
11 1:

ヽ■■1

11:
|■IIヽ、

0                10cm

I,,,一
   |

遺物実測図

=-11■
■|

金 tr■ ‐̂■ 「‐

(上 が北)

(北 から)

トレンチ 1(北か ら)
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ちゃうすやま

11.茶臼山古墳 第 2次調査

調 査 地 和歌山市木ノ本761-2番 地

調査面積 123m2

位置と環境

この調査は、石垣の改修工事に伴い和歌山市教育委員会が緊急発掘調査事業として国庫補助金を

得て実施 したものである。調査対象地は、茶F]山 古墳の後円部推定地にあたり、東両約 41■ 、南北

約29mの 方形区画である。

茶臼山古墳は古代の紀ノ川によって形成された大規模な砂堆の背後に残されたラグーン内に存在

する。この茶臼山占墳の存在する釜山古墳群には、これまで 3基の古墳が確認されている1ま ず釜

山古墳は、最 も東に位置する円墳で径約40m、 高さ約 7mの墳丘をもつ。また車駕之古址古墳は前

方部を西に向けた前方後円墳で、南側のみに造 り出しをもつものである。規模は、全長辛t86nl、 後

円部直径約51m、 くびれ部幅約33m、 前方部幅約62m、 前方部長約41m、 後円部の高さ4.Om以 上とさ

れる。また周溝及び外堤を含めた規模では、推定全長約120mに も及ぶことが確認されているこ遺物

では多量の埴輪片に混ざり、1,000点 以上のガラス小玉が出土 し、特筆すべ きものに後円吉:か ら出土

した金製勾玉がある。

茶臼山古墳にかかわる調査は隣接する木ノ本児童公園内において第 1次調査が実施 されている。

この調査では、外堤 とみられる堤状の地形およびその頂上部両端で 7本の円筒埴輪,1を 検出し、外

堤に伴う埴輪列と考えられている。

調査内容

当調査地の基本層序は、大半が古墳の墳丘部にあたるためほとんどが削平を受けた墳頂部上に堆

調査位置図
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積 した約10cmの 厚みをもつ表 ll(10YR4‐2(灰黄褐)細砂)の みが堆積上である。 しかし、墳丘余|

山iに あたる南北Ⅲj端では墳丘の傾斜に沿った堆積がみられたこ

まず北側の墳」1斜 面の堆積は上層部に近世の肥前系の陶磁器等が出上 し、その下層か
'っ

葺石の転

石に混ざり埴輪片が出上 している=し かし、北側周濠の最 ド層まで輸入陶磁器や瓦器等の中世遺物

が出 llし ていることから周濠は少なくとも中世まで存在していたことが窺え、オ丁ち込まれた杭列な

どから潅漑などの役害」を果た していたものと考えられる。また墳 lI内 部の構成土は、まず標高約

2.2m前 後に堆積 したベース土とみられる10YR413(に ぶい黄褐)細砂のLrl上 に30cm前後の厚みをも

つ5Y21(黒 )粘上が堆積 しているここの粘土層は内部構造を確認するための トレンチ 1ヽ 4すべ

てに確認でき、また北側の周濠によつて途切れている。この状況からおそ′)く 占墳の墳 丘内部のみ

にこの粘土層が全山iに 堆積 しているものと考えられる.こ の粘 ll層 の 上部は粘土質の上サ■と砂質の

十層が互層になり、比較的下婦の方が粘質が強 く、黒色粘土プロ ノクも下層に多く含まれる状況が

確認できた。これらの墳丘内部の堆積 11か ら遺物は全 く出土 していない。

今LJの 調査で確認 した墳丘の状況は、後円部の緩やかなカーブと北イ員1の ・部において

'董

存状態の

良い葺石と周濠を検出 しているこまた南側では墳 11余1面 を検出し、調査範 l■lの 中に限られるが後円

部の規模を明確にしているcこ の状況から残存する墳頂の高さは標高約4.2m、 北倶1に おける周濠の

基底部からの残存後円高1.7mを 測る.ま た周濠の底 1脅 iは 、標高約2.5mであるc墳丘斜面の傾余|は 、

南北両端の立ち上が りから両者とも約27° の角度を減1る .こ の余「面に積み_11げ られた茸イiは 、北側

の余1面でのみ良好な出土をみたが、南側では景1落 したものかわずかに残存するのみである。身石の

ff材 は、ほとんどが10ヽ 20cm大の和泉砂岩

を用いて積み Lけ ているこ和泉砂岩にはメLみ

をもつ自然石と割石の両者がみられ、なかに

は40cm人 のものも含まれてお り、これらが

|え ШiダJ石 になる 1可 能性がある .砂 岩以外では、

若十の緑色片岩も含まれている.

次に出土遺物は中央部が削
｀
14を 受けた II「墳

の墳 11部 に位置するため全体的に希薄であ

り、このためほとんどが南北両端の墳丘斜 1白 i

の堆積土から出 llし ている=特に、北側の「・ l

濠周j」 の堆積 11か ら良好なi■物が認められ、

この il「 墳に樹立していたとみ′,れ る多くの埴

輪片や中・近 Lに 至る遺物が出 llし ている[

また11111裾 音6の よ性不責L内 からガラス王が 1′中i

出 liし ている.

まず埴輪は円筒埴輪が多くを:Ifめ 、若「 の

朝顔形埴輪が含まれている。 IIl筒 埴輪には、

灰色の色調を呈する硬質な須忠質埴輪、黄褐

色の色調を呈する軟質な_11師 質l直輪とその中

1綱 的な焼成であり、赤褐色の色調をもつ｀
11須

調査地全景 (北 から)

北側墳丘斜面の葺石
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恵質埴輪が存在する。円筒埴輪の外面調整は 1次調整にタタキ技法を用いるものとタテハケ調整を

用いるものがある。またタガを貼 り付けたのちの 2次調整にはC種 ヨヨハケをサllい るものがほとん

どであるが、わずかにB種ヨコハケを施すものがある。なかには 1次調査で確認 している横方向の

板ナデを用いるものもある。この状況からタタキ0(タ ガ)、 タテハケ0(タ ガ)、 タテハケ⇒ {タ

ガ)0ヨ コナデやタテハケ0(タ ガ)0ヨ コハケの順序が確認できる。またタタキは右 llが 1)の も

のと左上が りのものと両者の重なりがみられるものが存在する。ハケの条線密度では 3～ 5本/cm

と比較的粗いものや10本/cm前後と比較的細かいものがある。内由i調整はほとんどがヨコナデによ

って調整されているが、なかには上方にナデ上げているものがある。

次に、タガの形状は断面が台形状を成す ものと「MJ字状を呈するものがある, タガの高さは、

1.Ocm程 度のものが多 くを占めているが、比較的高いものでは1.4cmを 涸1り 、また低いものでは

0.6cmの ものがある。タガの幅では下底幅1.7～ 2.2cm、 上底中扇1.3～ 1.6cmを 測るものが多くを数える

が、極端に幅が狭いものとして下底幅1.lcm、 上底幅0.8cmを 測るものがあるこ

次に、底部の形状は、いわゆる「淡輪技法」を用いたものと用いないものの二種がある, これら

両者の底面には繊維状の圧痕が顕著に残る。

埴輪以外では、若干の須恵器片や上師器が含まれている。また北側墳 丘斜面の堆積 11か
'シ

カラス

玉 1点が出可lし ている。占墳時代以外の遺物では、黒色十器椀や輸入陶磁器である中国製 |′ 1磁碗・

青磁碗、7・L器椀、土師器羽釜・冊、東播系須恵器こね鉢、常滑焼甕、瓦、肥前系陶磁 7]、 抱烙、泥

面 :Fな どが出上 している。

まとめ

茶臼山古墳は平成 5年度に実施された第 1次調査により前方部の外堤に樹立されたとなられる埴

輪列が検出され、前方後円墳である可能性が強まった。

今回の成果は、これまで推定とされていた後円部の規模を含め、墳丘の内部構造などを新たにり]

らかにすることができた。まず後円部の大 きさを復原すると、削平を受けた後円頂部で直径推定

７

ノ ″

基
轟 )_

,対:ゴl■||

|=■i■i

遺物実沢1図
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29m、 基底部の後円径推定36m

であることが判明 した。また、

残存する後円高は1.7m(標高約

4.2m)を測 り、基底部 (標高約

2.5m)か らの墳丘斜面傾斜角度

は、南北両端の立ち上が りから

両者とも約27° の角度が得 られ

ている。

次に、第 1次調査の成果を踏

まえ前方後円墳 として全体を考

察すると、古墳の主軸は磁北よ

りN-77° ―Wと なり、前方後円墳

でも前方部長がかなり短い帆立

貝式古墳である可能性が強まっ

た。

古墳の内部構造は近接する車

駕之古址古墳においても同様に

確認されているベース面直上の

粘土が古墳の構築時に運ばれて

きたものかは不明確である。ま

た、その上層にいたっても粘質

と砂質の互層になり、遺物は出

土 していない。 このことから、

本古墳は海岸の砂丘において自

然に形成された砂堆上に構築さ

れた古墳の可能性が残る。

本古墳の築造時期は、現状で

は明確にできないが出土 した円筒埴輪より川西宏幸氏のⅣ期に併行するものとみられ、 5世紀中頃

から後半期の年代が考えられる。タガの突出やタタキ技法が比較的多 くみられることから車駕之古

址古墳に比べ古い要素を示 し、また大阪府岬町の西陵古墳の埴輪に近いものである。車駕之古址古

墳がこれまでの調査において、 5世紀第 3四半期を前後する頃の築造 とみられ、また西陵古墳が 5

世紀第 2四半期頃とみられていることより、茶自山古墳は両古墳の狭間に構築されたものと考えら

れる。                                      (井 馬好英 )

【参考文献】

『和歌山市内遺跡発掘調査概報一茶臼山古墳第2次調査一』 和歌山市教育委員会 1996

(井馬好英 )

主軸推定ライン

´ 後円裾部推定ライン

残存墳頂
推定ライン

祀
＼＼ヽ＼

/第
1次調査範囲

ヽ

一

外堤推定ライン

/

後円部及び前方部外堤復元図
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12. 一畑
く ろ だ

黒田遺跡 第30次調査

調 査 地 和歌山市大田355-1番 地

調査面積 18m2

位置と環境

大田・黒田遺跡は、和歌山平野の中でも屈指の規模をもつ大規模複合遺跡である。弥生時代に遺

跡としての発展期を迎え、竪穴住居・土坑・溝・井戸・水田状i宣構等が確認されてお り、弥生ムラ

としての姿が明確になりつつある。 しかしながら、当時の主要遺跡において確認されている環濠に

ついては確認されてなく、遺跡範囲は不明確である。事務所建築に伴う今日|の 調査地は、遺跡推定

範囲の西端に位置する。

調査内容

調査対象地に幅1.1～ 1.3m、 長さ14mの調査区を設定 した。堆積状況としては、地表より厚 さ80cm

の盛十 (1層 )、 厚さ5ヽ 15cmの 旧耕作上 (2層 )、 厚さ1～ 5cmの床上 (3層 )がみられ、遺構は

2層 と3層 の下面から灰黄茶色粘質土の 5層 を切り込んで形成されていた。

濁灰褐色砂質上の 4a～ 4c層 は深さ5ヽ 10cmの 浅い ll坑 の埋上である。今回の調査で、llFl確 な

遺構 として検出されたのは溝 1で ある.調査区の南端を東 llLl方 向に横切るこの満は、幅2.2m、 深さ

約80cmで 、長さは lm分が検出されたのみであったこ溝内の堆積はaヽ f層 の 6層 に分層され、人

きくは上層の灰茶色系粘質t taヽ c層 )と 下層の茶褐色系粘土 (dヽ f層 )に 2分 される。満の

断面形態は、途中 2ケ所に平坦面をもつU字形であり、掘 り直 し等によリー定期間機能 していたこ

とがわかる。溝の底面 レベルは、東壁面より西壁面の方が 2ヽ 3cm低 く、遺跡全体からみた調査 |ス

の位置よりみても東から両方へと流れていた可能性が高い.

黒田遺跡畑
‐――
蹴
ハ
闊

■

ゝ

十

調査位置図
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調査区

レ
ベ
ル
仮
０
ポ
イ
ン
ト

1 盛土
2 旧耕作土
3 旧床土
4a～ 4c灰 褐色系砂質土
5 黄茶色粘質土

調査区位置図

出 L遺物 は少な く、

2層 より十師質土器 3

土器 8点、中層 より |‐

底部ナ|^が 出Jlし ている

細片である。

調査 lκ 全体でも上器片20点 程度である.

点、溝 1の Lキ|よ り須恵器 1点 、寸l師 質

自‖i質 上 2『 6点、最下層よリリホFli L器壷の

.壷の底部以外は、ローリングを受けた

調査区南半実測図

調査区全景 (南 より。手前が溝 1)

溝 1最下層 (f層 )出土 弥生土器

まとめ

遺」llN推 定範 l■lの 両端部でのり可杏であったが、弥生H十代中期に

は機能 していたと推定される溝を検出することができた.調査

地の絶対高は求めていないが、周辺の1也形 1関 を参考にするなら

ば、道路曲iの 標高は3.7m前後と推定 されることから)i士構面の標

高は2.6m前後と考え′)れ る1溝埋土に含まれるi宣物寺iの 少なさ

や調査 lκ 内のi量構の状況よりみて、り」杢地は集落の片lj型 である

ことにかわ |)は ないが、明確にす童跡の範囲内に含まれ、現在の

推定範FIjよ |)も 遺跡の範囲はllLJ方 へ拡大することが半」明した.

1前 田敬彦 ,

]鼈屎
土

|

e フロノク混茶褐色粘土|
i 進展亀色[奎

褐色粘土

|
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13. 遺跡 第 7次調査

調 査 地 和歌山市鳴神633番 地

調査面積 2m]

位置と環境

鳴神Ⅳ遺跡は、和歌山県内で最大の古墳群である岩橋千塚古墳群の所在する岩橋 :1:貴 つ|■ 慣1の 平

野部に展開する遺跡である。昭和52～ 54年 の国道24号バイパスエ事に伴う和歌山県教育委員会によ

る調査により占墳時代の竪穴住居・溝・井戸や平安時代の自然流路等が検出されて,る  また、そ

の後和歌山市教育委員会関係の調査 として第 1ヽ 6次調査が実施され、古墳時代中
=:ヽ

■ヨつ竪穴

住居・方墳・溝・土坑や平安時代の遺物を多 く出土する地点が確認されている[ 午 =|、
:重 弥推定範

囲の北部において個人住宅が建築されることとなったため、深 く掘削される1争 化曹
=卜

;ヽ 11つ t'て 確

認調査を実施 した。

調査内容

調査地点は敷地の西端の道路に面 した位置で、東西0.8m、 南北2.2mの 調査区 :こ よ 華:::調 査を実

施 した。調査区の南側の大部分が近代の撹乱土坑により破壊 されていたため、本来の堆積状況が判

明 したのは調査区北側部分であつた。現地表面から約50cm、 道路面から約35cmド 腎、こギさ10ヽ

20cmの 旧耕作上 (3層 )がみられ、さらに下層は厚 さ5cm程度の 1日 床上 4嗜 、鶴り[色 系やや粘

質土 (5層 )、 灰茶褐色や灰茶色のやや粘質 11(6a・ 6b層 )、 黄色粘土がプロ ′ク1'tに 混 じる褐

黄色砂質 11(7層 )、 灰褐色シル ト (8曙 )、 淡灰茶色砂質土 (9層 )等の堆積がみ′)れ た これら

鳴神Ⅳ遺跡

9          1        10qm

Ⅳ
赫
神

“
鳴

調

　

　

　

ヽ

∝
―
―
「
ｉ
ｄ

コ

il鳴 ″

ル

調査位置図
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[土層名]

1 盛土
2a 炭混じり暗灰色土

2b 灰茶色砂質土

3 旧耕作土

4 旧床土

5 褐灰色やや粘質土

6a 灰茶掲色やや粘質土

6b 灰茶色やや粘質土

7 黄色粘土ブロック混褐黄色土

8 灰褐色シル ト

9 淡灰茶色砂質土

土層図

のうち、 6a・ 6b層 は、 7唇 L面 から北側に向

かって傾余|し てお り、また西壁までは展開 しない

ことにより土坑内の堆積と半り断される.

i童 物 としては、 5層 より瓦器・土師器、 6a・

6b層 より須恵器 (61日f紀代 と推定 される)・ 十

師器、 8層 より十師質 ll器 の小破片が出上 した。

9唇 は無遺物唇である 1可 能性が高い.

まとめ

調査により、中世期の包含|■ と占墳時代の土坑

が確認 された。 ll坑 については、埋没時期が |千 墳

時代後抑」と推定 される1)調 査地点の絶対高は求め

ていないが、西側の道路 1白 iが周辺地形図よ |)5 mlll

後 と推定 されることより、主たる遺構面は標高

4.3m付 近に形成されている日∫能1■がある[

調査地点の南西約1 00nlに は古墳 ヽ奈良時代の ll

器を出上 した第 5次調査地点、また南束約70nlに は

|キ 墳時代の堅穴住居群・掘 立住建物・方墳 を検出

した第 6次 |サ可杢地点が位出してお り、これらの J可

査地点を囲む地域が鳴倒IⅣ i宣 跡の古墳時代の中心

地の一つ と推定 される {前 田敬彦 )

調査区東壁土層

調査区北壁土層
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なるかみ

14。 鳴神Ⅳ遺跡 第 8次調査

調 査 地 和歌山市鳴神9392番 地

調査面積 10m2

位置と環境

鳴神Ⅳ遺跡は、岩橋千塚占墳群のうちの花山支群の画約 lkmに位置する平地の遺跡である.用 j型

には、鳴神V遺跡、鳴神Ⅵ遺跡、音浦i量跡 と占墳時代を中心 とする遺跡が隣接 して 1、

11「
iし ている.

各遺跡では、和歌山県及び和歌山市関係の発掘調査が 2ヽ 7次にわたり実施され、徐々に 童跡 とし

ての実態が解明されつつある。今回は、鳴神Ⅳi童跡の推定範囲の北端部分で、個ブ、住七建築が計画

されたため、確認調査を実施 した。

調査内容

建築予定建物の柱位置を坪掘 りし

宮井川 (大
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第 8次調査の位置と周辺図 (1次～ 8次 は各遺跡内の市関係の調査地。その他は県関係の調査て
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路

揃匿ヨー め
[土層名 ]

1 盛土 (掲色土 )

2 旧耕作土
3 旧床土
4a 茶灰色砂質土
4b 灰茶色砂質土

5 灰褐色砂質土

トレンチ 2北壁

トレンチ配置と土層柱状図

事により撹乱されている部分が多 くみられたが、基本的には調査対象地のほぼ全域にわたり、遺物

包含層が確認された。

基本土層 として、 5層 の堆積土に分層 された。 1層 は30～ 40cmの 盛土、 2層 は厚さ20cmの 旧耕

作土、 3層 は厚 さ5cmの 旧床土、 4層 が厚 さ20～ 25cmの 主たる遺物包含層 (古墳～奈良時代 と推

定される)、 5層 は豆粒ほどの遺物を稀薄に包含する堆積土である。 4層 はさらに分層されるが、出

土遺物や堆積土に極端な差異は認められない。

まとめ

今回の調査により、本遺跡の範囲が確実に北方へ拡大することが判明した。遺跡の範囲を明確に

するため、周辺地の既往の調査歴と地理的環境を検討 した結果、古墳時代 (主 に中期 。後期)の遺

跡構造に若干の見通しをもつことができたので左ページに図示することとする。

古墳時代の居住域については、竪穴住居・掘立柱建物あるいは遺物量の多い土坑・包含層が検出

された鳴神Ⅳ遺跡第 5～ 8次調査地を含む宮井川 (大 門川)南岸の微高地上の東西約350m、 南北約

320mの範囲 (居住域A)と 県関係により調査された花山丘陵の山裾部に沿う帯状の地域 (居住域 B)

に 2分 される。この 2つ の居住域の間には多数の流路・水路が検出される地域 (鳴神Ⅳ遺跡 3・

4・ 6次調査地)が存在するようである。ただし現状では、居住域Aの西限、居住域Bの南限につい

ては不明確である。鳴神Ⅵ遺跡については、いずれの調査地においても縄文～江戸時代の遺物を包

含する砂層や砂礫層が確認されてお り、遺跡範囲全体が氾濫源に位置 し、河川によりやや上流より

運ばれた遺物が堆積 したものと判断される。

以 Lは 、全体からみればごく一部の調査資料と周辺の地理的環境から推定 したものであ り、今後

発掘調査の進展 とともに再検討する必要がある。また、当該時期前後の時期における状況も同様に

検討 しなければならない。

-45-

(前 田敬彦 )



15。 跡 発掘調査

調 査 地 和歌山市岩橋1783番地 他

調査面積 50m2

位置と環境

和歌山市岩橋に所在する岩橋千塚古墳群は、岩橋丘陵に築造された、総数約700基 を数える県下

最大の古墳群として周知されている。この丘陵は和歌山市の東部、紀ノ川南岸の龍門山脈西麓の独

立丘陵である。岩橋千塚占墳群は、地理的状況や分布状況によつて、花山・大谷山・岩橋前山・井

辺・井辺前山・寺内の地区に分けることができる。調査地は、これらのうちの大谷山地区の北側裾

部に相当する。

今回、古墳群の範囲内及び周辺地において道路建設工事が実施されるため、遺跡の実態の解明を

日的とし確認調査を実施 した。

調査の内容

調査は、道路建設予定地内に旧地形を復原 し、遺構が推定される箇所に幅 2mの調査区 |ト レン

チ)を 4カ 所設け実施 した。

トレンチ 1は 、現在の地表面から約30cmの深さで岩盤面を確認 した。この岩盤面は、調査区の全

域にわたってほぼ水平である。 トレンチ 2は 、自然堆積層上面において北側の壁面に沿って東西に

延びる幅20～ 30cmの溝状遺構、中央部において東西の幅2.4m、 遺構検出而からの深さ約45cmの南

北に広がる土坑を検出した。 しかし、調査範囲が限られているため各遺構の全体規模は不明である。

トレンチ 3に おいては、遺構を3面確認 した。この調査区の遺構は柱穴のみである.ま た遺構の最

終面であると考えられる堆積層は、西側に落ち込むものと考えらる。 トレンチ 4に おいても柱穴群

を検出した。遺構面は 3面確認することができた。土層の堆積状況は、 トレンチ 1か らトレンチ 4

ヽ

=■
|■‐
‐

遠退
Ⅲせ

橋
』
岩

調査位置図
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‐劇

）
家屋＼

‐
調査区配置図

の東西壁面を観察すると北側へ傾余|し ていた。さらにトレ

ンチ 3は東 1員1か ら西側方向、 トレンチ 4は西側から東側方

「
可に緩やかな傾全|を 成 していることが確認された.こ のこ

とから、 トレンチ 3と トレンチ 4の 階|は 窪地状になってい

たと推測 される。

1量物の大半はi量物包含層からの出上であ り、コンテナに

約 1箱出十した. トレンチ 1は 須恵器、 トレンチ 2は堺掃i

鉢、近世以降の瓦、 トレンチ 3は黒色十器、十師器が出十

した. トレンチ 4は 、近世の陶磁器、黒色上器・上師器・

奈良時代の須恵器などが出 11し ている。

まとめ

今 |口 1調査 した地点は、用知の遺跡である岩橋千塚古墳群

人谷山地区の北佃1縁辺部であるため、占墳が分布する 可能

性が考えられた.し か し、検出した遺構は｀
|′安時代の柱穴

群などであった。これらの柱穴群は、調査範 l■lが限
')れ

て

いるため建物の柱穴であるかはどうかは不確定である.し

かし、各調査区のi童物や ll層 堆積状況の検討をした結果、

トレンチ 2か らトレンチ 4、 トレンチ 3・ トレンチ 4に お

いての同時期の遺構面を2面確認 した。今巨1及 び第 2次調

査において平安H寺代の遺構を検出したことにより、本調査

地は新たに岩橋Ⅲ遺跡と認識されるに至った。これまで岩

トレンチ 4 全景 (東 から)

橋山1/t周 辺に占墳時代の集落跡が確認されているが、山麓においては、平安時代の良好な遺構は確

認されていなかった。 しかし、この調査の結果から岩橋山麓北側において平安時代に集落が営まれ

ていた可能性を推察でき、当地域における平安時代以降の文化を考える上において貴重な資料を得

たといえる。

トレンチ 3全景 (東 から)
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お お た く ろ だ

16。 太田 0黒田遺跡 第32次調査

調 査 地 和歌山 ||∫ 太円531番 地

調査面積 約10m2

位置と環境

太田・黒田遺跡は紀ノ川 ド流域南岸の平野部のほぼ中央に立地するt ittlitiま ■■■
/t:::=1か

ら中

期にかけての県下で最大規模の弥生H寺代集落として知られてお |)、 マ

`穴

住 :lil、  11■ など:イ)1菫 隣や銅

鐸、内行花文鏡、大量の弥生 11器 などの遺物が出土 している.ま た、古墳寺 ltil′し、ても ll坑 や溝

などの遺構から土師器や須恵器などの上器類、有孔円板、碧
「

芽[管 Iな どつ:奎 jl 11‐ 1:● さ|_て いる「

その他、和同開称が出tし た井戸など奈良時代の遺構、平安時代か
',鎌

含■ ftう 1奎 ■・三′tも みら

れる。また太円・黒田遺跡は、室町時代の大田城跡の範囲にも重な |,、
F:i′ li:iキ lt■ メ1:'■ /tに か

けての複合遺跡 として周知 されている。

調査内容

今回の調査は太田・黒田遺跡の範囲内にあたる

太田531番地において玄通寺の本堂建替工事対象区

域のうち特に掘削が深 くなる部分約10m2に おいて

発掘調査を行ったものである。

当事業国の調査に先立ち調査地北側隣接地の本

堂基礎部分で市教育委員会の立会調査が行われた

―

． 瞑
「
疇
」瞼

調査地全景 1東 から)

調査位置図

ヅセジターゆ

`
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が、今回の調査区内において工事の掘

削深30～ 40cmの 深 さでは遺構面に達

しないことが予想され、今回の調査は

包含層及び上層堆積状況の把握に重点

を置いた。

調査の結果、調査区内において遺構

面には達せず、堆積上層が北から南に

ドがって堆積 していることを確認 し

た。掘削 した深さは標高約3.40mま で

である。調査区北端部においては北側

隣接地から続 く水平堆積層を確認する

ことができた。この水平堆積層は室町

時代までの層であり、本堂建設時以前

の室剛
‐
時代頃に形成された土層である

と考えられた。

遺物は、弥生時代の土器・石器、古

墳時代の土師器・須恵器、平安時代の

Ｊ

、ギ
コンクリー ト塀

ー

凪
」 型 ≧ 三 L____二

塁 ≧ _=

10m

調査地周辺図

墓
腫

/ 1
4

イ /

フ
6

12

 ヽ                          /

lii:::「
:iiiiiii::i:iiiii[:[::::::::[[[[][][]i〔

i〔 、

ミヽ

ζ

＝
22

0                                 20cm

匡___― ____|

遺物実測図 1
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遺物実沢1図 3

黒色土器・緑釉陶器、鎌倉時代の瓦器・土師器、室町時代の輸入陶磁器・瀬戸美濃系陶器・備前

焼・瓦、江戸時代の肥前陶磁・瀬戸美濃系陶器・堺焼・瓦・土人形などが出土 した。弥生t器 (1

ヽ14)は 回縁端部が下に垂下する広口壺 (1)、 口縁部外面に突帯や沈線を施す直口壺 (2～ 5)、

国縁部が外反する広口壺 (6)、 壺底部 (7～ 11)、 甕底部 (12～ 14)な どがあり、弥生時代の石器

はサヌカイト製石鏃 (55～ 57)が 3点 出土 した。55は有茎式石鏃である。古墳時代の土器 (15～ 21)

は土師器甕 (15～ 19)、 壺底部 (21)、 鍋把手部分 (20)な どがある。奈良時代の土器は土師器杯

(22)な どが出土 した。室町時代から江戸時代にかけての遺物 (23～ 54)は 量的に最 も多 く、土師

器小皿 (23～ 27)、 瀬戸・美濃系天目茶碗 (28～ 30)・ 丸碗 (31)、 肥前系の唐津鉢 (32)・ 皿 (33)、

中国製染付皿 (34)、 瓦質土器足釜の脚部 (35)。 外面に突帯を有する円筒形火鉢 (36)、 外面体部

に平行タタキを施す土鍋 (37～ 40)、 備前焼す り鉢 (41～ 45)・ 水屋甕 (46)・ 壺 (47)。 徳利

(48)・ 建水 (49、 50)・ 水差 (51)な どの土器・陶磁器の他、軒丸瓦 (52、 53)、 土人形 (54)な

どが出土 した。

まとめ

発掘調査の結果、調査区内において堆積土層が北から南に下がつて堆積 していることを確認 した。

北側隣接地においては当調査区より約30cm地表面が高 く、土層の堆積状況はほぼ水平堆積を示 して

いることから、北側隣接地は玄通寺本堂の建設時に盛土されたものであると理解することができた。

また、当調査区は玄通寺本堂の南面傾斜地にあたり、上層堆積状況は本堂建設時の整地状況などを

示すものと考えられた。調査区北端部においては堆積最下層で北側隣接地から続 く水平堆積唇を確

認することができた。この層は室町時代までの遺物を出土する層であり、市教育委員会の立会調査

の成果 とあわせて考えるならば、室町時代の整地層であるものと考えられる。市教育委員会の立会

調査時にはこの層の上層に江戸時代 までの遺物を含む整地層が約20cmの 厚みで堆積することが確認

されており、南側に緩 く傾斜 して堆積 していた事実が指摘されている。

以上、遺物を包含する土層の堆積状況を説明したが、それらの各土層から弥生時代から近代に至

るまでの遺物が多量に出土 してお り、面積的には小規模の調査であったが貴重な成果を得ることが

できた。

【参考文献】

F大 田・黒田遣跡第26次 発掘調査概報」 (財 )府 1歌 山市文化体育振興事業l■1 1995年

-51-

(北野隆亮 )



いわ せ

17.岩橋Ⅲ遺跡 第 2次調査

調 査 地 和歌山市岩橋1783番 地 他

調査面積 50m2

位置と環境

岩橋Ⅲ遺跡は、和歌山平野の東端、紀ノ川の南岸地域に分布する遺跡で、著名な岩橋千塚古墳群

のうちの大谷山地区の北裾、花山丘陵との丘陵鞍部に展開する。

第 1次調査および第 2次調査は、当初岩橋千塚古墳群の確認調査として実施されたが、調査の結

果、主として平安時代および江戸時代の遺構群が検出され、新たに岩橋Ⅲ遺跡 として和歌山県埋蔵

文化財包蔵地所在地図 (遺跡地図)に掲載され (遺跡番号409)、 周知の遺跡として認識された .1'。

調査内容

第 1次調査の成果をうけて実施 した第 2次調査では、 トレンチ 2において平安時代 と考えられる

遺構面を 1面確認 し、また トレンチ 3に おいては 3時期の遺構面を確認 した。さらに トレンチ 4に

おいては江戸時代の遺構面を 1面、平安時代の遺構面を2面確認することができた。 トレンチ 1で

は、第 1次調査の段階で遺構・遺物が確認されなかったため、今回の第 2次調査では、調査の対象

としなかった。なお トレンチ 3で確認できた 3時期の遺構面は、 トレンチ内における堆積層の状況

や遺構群がベースとしている堆積層の関係から、 トレンチ 4の遺構面の時期にそれぞれ対応するも

調査位置図
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のと考えられる。以 卜、各 トレンチ別に記述す

る.

(1)ト レンチ 2

この遺構而では、土坑 l基 と溝 l条 を確認 し

た。これら遺構は、第 1次調/HN時 に南半部分が

検出されている。

:Jl坑 1は 、東西2.4m、 南北1.9m、 深さ70cmの

やや東西に長い不定形の 1■ 坑である.こ の十坑

からは、瓦器椀の小片が 1点出上 した。

溝 1は 東西6.7m以 上、最大幅51cm、 深 さ

13cmを 測る。土坑 1と は重複関係にあり、この

溝の方が新 しい。出土遺物には土師器の小片が

あるが、磨減が著 しく時期を特定することはで

きない。 しか しながら土坑 1と の重複関係およ

び溝 lがベースとしている堆積層は ヒ坑 1と 同

じであることから、土坑 1と 大きな時期差はな

いと考えられる。

この 2つ の遺構の具体的な時期は、土坑 1か

ら瓦器椀が出十していることから、鎌倉時代 と

推定できる。

(2)ト レンチ 3

第 1遺構面

この遺構面では、ビット15基 (ビ ット1～ 15)

を確認 したcこ れらビット群は、直径20cm前 後

で深さは 5ヽ 10cmを 測る。遺構覆土はほぼ共通

し、黄褐色のやや粘土が混 じるシル トで、水分

を多く含んでいる。このビット群のH寺期は、出

ll遺物がないために明確にはできないが、第 1

遺構面を形成 しているベース層から肥前系の染

付小片などが出土 している事から、,|:戸 時代以

降に形成されたと考えられる。

第 2遺構面

この遺構面では土力tl基 (li坑 1)を確認 し

た。

[ll坑 1] この上坑は主軸長1.4m以 上で、深

さは30cmを 測る、不定形の上坑である。北半部

は調査区外に存在 しているため不明であるc遺

構覆 11は 、暗いオリーブ褐色のシル トが混 じる

トレンチ設定図

トレンチ 2完掘状況 (南 から)

トレンチ 3第 1遺構面遺構完掘状況 (西 から)

トレンチ 3第 2遺構面土坑 1完掘状況 (南 から)
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細砂で、水分を非常に多く含んでいる。このi童

構の時期は、出 11遺物がないため明確にはでき

ないが、第 2i量構山iを 形成しているベース層が、

後述する トレンチ 4の 第 2遺構而を形成 してい

るベース層に対
‐
応するものと考えられることか

ら、平安時代以降で江戸時代以前の遺構 と考え

らズtる 。

第 3遺構面

この遺構面には、ビット3基 (ビ ット5ヽ 7)

と十坑 1基 (11坑 3)がある。

3基のビットは、直径10ヽ 20cmで深さは平均

H.5cmを 測る。上坑は主軸長1.2m以 上で、深さ

は20cmを 測る。また十坑 3は不定形の上坑であ

る。遺構覆土は全て同じで、日IT灰 黄色のシル ト

であるcこ のj豊 構面における遺構群の時期は、

出土遺物がないために明確にできないが、第 3

遺構面を形成 しているベース層が後述する トレ

ンチ 4の第 3遺構面を形成 しているベース1■ に

対応するものと考えられることから、平安時代

の遺構群と考えられる。

(3)ト レンチ 4

第 1遺構面

この遺構 i向 iで は、ビット群 (ビ ット1ヽ 24)

と小溝群を確認した。

[ビ ッ ト群] 直径 10ヽ 2 0cnlで 深 さは平均

11.5cmを 測る。遺構覆土は全て同じで、黄灰色

の粗砂が混 じる細砂である。このビット群は、

トレンチ北端部に東両方向に一ダ1に並んでお り、

その北側は谷地形になることから、柵列の痕跡

と考えられる。

[小溝群] ll記 ピット群の南側に、主として束

画方向に展開する小溝群である。その西端およ

び東端は、 トレンチ外に存在するものと考えら

れる。溝の幅は、40cmの ものと20cmの ものと

がある3深 さは平均1lcmを 測る。出土遺物には、

肥前系の磁器小片等がある(〕 i童構覆上は、黒褐

色のシル ト混 じりの細砂で、小礫から細礫を多

く含んでいる。この溝は、その規模や遺構覆土

トレンチ 3第 3遺
'≡

=l重
拝≡[IT l ≡

トレンチ 4第 2遺構面遺構完掘状況

トレンチ 4第 1遺構面遺
`≡ 亮 7三 ■i ≡■ら

西から

トレンチ 4第 3遺構面遺構完掘状況 西から
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の特徴などから、耕作に伴って形成されたものと考え

らオtる 。

この遺構面の時期は、遺構内から肥前系の磁器小片

等の出土があることや、 ll記遺構群がベースとしてい

る堆積層が トレンチ 3の江戸時代に堆積 した層と対応

することなどから江戸時代に形成されたものと考えら

ブtる c

第 2遺構面

この遺構面では、ピット群 (ピ ット25～ 73)と 溝 1

条 溝 1)を 確認した。

[ビ ソト群] この遺構面で検出 した49基 のビット群

|よ 、その規模から I類・Ⅱ類およびⅢ類と3つ にグル

ープ分けすることができる。以 下グループ別に記述す

る3

1類 直径が30～ 40cmを 測 り、今回の調査では比較

的大きなピットである。ピット25・ 26がこれにあたる。

遺構覆土は、ピット25が灰色の細砂で、ピット26は 、

オリーブ味がかった灰色のシル トである。深さはピッ

ト25が13.8cmで ピット26は 12.9cmを測る。

Ⅱ類 直径が20cm前後を測るピット群である。遺構覆

上は共通 し、全体的に黒褐色の細砂である。深さは平

均7.5cmを 測る。遺構からの出土遺物には、磨減が著

しく時期不明の土師器小片が多数あるほか、ピット45

からは黒色土器が出土 しているc

Ⅲ類 直径が10cm前 後を測るピット群である。遺構覆

土は共通 し、Ⅱ類同様黒褐色の細砂である。深さは平

均 7cmを測る。遺構からの出土遺物には、磨減が著 し

く時期不明の土師器小片が多くある。

[溝 1] 東西方向の溝である。長さは6m以 11で、幅

は20cmを 測る。深さは トレンチ西端で4.3cm、 満の東

端では2.6cmを 測る。出土遺物に黒色土器 (内黒=A類 )

小片がある。

これらの遺構の時期は、ビット45や溝 1か ら黒色土

器の出土があることなどから、平安時代に形成された

ものと考えられる。

第 3遺構面

この遺構面では、ビット群 (ピ ット74～ 106)と 溝

(溝 3)お よび■坑 (土坑 2)を確認 した。

Ｗ‐
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[ピ ット群] 直径10～ 30cm

で深 さは平均6.5cmを 波1る 。

遺構の覆土は、暗い灰味がか

つた黄色の粗砂が混 じる細砂

で、細礫を多 く含んでいる。

出土遺物は、ビットlo2か ら

黒色土器 (内 黒=A類 )椀の

小片がある。

[溝 3] 長さ1.5m以 _L、 幅

60cm、 深 さは5.5cmを 測る。

南端は、 トレンチ外に存在す

る。また北側は、江戸時代の

削平 によって破壊 されてい

る。

[土坑 2] 残存長50cm、 深

さ1.5cmを 測る。円形か楕円

形 を呈 していた と思われる

が、江戸時代の削平によって

詳細は不明である。

これら遺構群の時期は、ピ

ット102か ら黒色土器の出土

があることから、平安時代に

形成 されたもの と考 えられ

る。なおこのベース層は、 ト

レンチ 3の第 3遺構面と対応

するものと考えられる。

遺物

今回の調査で出土 した遺物

は、遺物収納箱 (コ ンテナ)

に 1箱分ある。 しかしそのほ

とんどは細片であり、図化で

きるものは以下の 3点のみで

ある。

1は 、埴輪片で、 トレンチ

4か ら出土 した。今回の調査

で埴輪片の出土は、この 1′点

のみである。小片であるため

確定はできないが、朝顔形埴

トレンチ 4第 2・ 3遺構面遺構平面実測図
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輪の口縁部付近の破片 とみられる。表面のごく一部にわ

ずかにハケメ調整痕が認められる。焼成は良好で、胎土

は密である。胎土中には直径0.5～ 3mm大の白色砂粒を

多 く含む。色調は、内外面 ともに明赤褐色である。器壁

の厚さは1.2～ 1.4cmを 測る。

2は、土師器の杯で、日径 10.4cm、 残存高3.8cmを測る。

外面にナデ調整を施 していたものと思われるが、磨減が

著しく明瞭に観察できない。また、内面には、わずかにミガキ調整の痕跡が残存 している。胎土は

密で、直径0.5～ 2mm大の黒色粒を多 く含む。焼成は良好で、色調は外面が明赤褐色、内面は明黄

褐色である。 トレンチ 3か ら出土 した。

3は、土師器皿で、日径 13.2cm、 残存高2.Ocmを 測る。胎土は密で、焼成は良好である。色調は、

外面が明褐灰色で内面は明黄灰色である。 トレンチ 3か ら出土 した。

まとめ

今回の調査成果のうち、遺構に関しては、 トレンチ 3と トレンチ 4の各遺構面は対応するもので

ある。その結果、江戸時代・平安時代 (第 2遺構面の時期)。 平安時代 (第 3遺構面の時期)の遺

構面を確認することができた。また、出土遺物に関しては、土師器の小片が多いが、その他に黒色

土器などがある。

これらの状況から、遺跡の歴史的位置付けを考えるならば、古墳時代の遺構や遺物の出土をみず、

主として平安時代 と江戸時代の遺構・遺物を検出したことにより、従前周知の遺跡 として「岩橋千

塚古墳群」の範囲内で考えられていた今回の調査地は、新たな認識のもと、岩橋Ⅲ遺跡 として和歌

山県埋蔵文化財包蔵地所在地図に記載されることとなった。

(本建正宏)

註

(1)和歌山県教育委員会『和歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地図』1996

O/′
′

%__1曽 m

遺物実測図
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お わ た く ろ た

18.太田・黒田遺跡 第31次調査

調 査 地 和歌山市大田地内

調査面積 35m2

位置と環境

大田・黒田遺跡は、紀 ノ川南岸の平野でも微高地にあたる地点であり、数多くの遺跡が分布する

地域に位置する.i童跡は、南北約750m、 東西約400nlの 範囲をもち、現在の」R和 歌山剛(の 東側一

帯に広がつている。特に、遺跡範囲の南側は石山本願寺 |‖l徒集 |」 |で ある雑賀衆の 一派、太 IΠ 党の「Hi

館といわれている大田城の範囲とも重複 しており、中 1野 の遺跡としても知′)れている.

調査内容

この調査は、す量跡のほぼ中央部から南側を中心に下水道管埋設工事が行われることになり、その

経路にそって 6ヶ 所の トレンチを設定 し、各地区における堆積の状況と遺構等の検出を目的とした。

また、調査の平而実測は基本的に国 ll座標軸を用いたが、都合上 トレンチ 6の み調査区にそった方

向に任意の基準ラインを設定 し、磁北を示 した。

各 トレンチの基本層序は、すでに撹乱等を受けている部分が多く、 トレンチ 1・ 2・ 6の みに良

好な堆積を確認 している。

以後、各 トレンチ順に説明するc

トレンチ 1 トレンチ 1は 遺跡の東端に位置する調査区である.こ の調査地はアスファル ト鋪の歩

道であり、砕石及び整地土が旧耕作 11上 に堆積 している状況である.1日耕作 ll下 には床土 (第 2層 )

ll 」|._ノ ヒ_" _

t' `0′

――トレンチ 1

トレンチ 4

0                          100m

に

嘔
』路
曰コ 玄通寺

国

「

トレンチ 3

調査位置図
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~        6a

6b

トレンチ2 1
2

3

4a

4b

4C~       5

トレンチ6 1
2

3a

3b

4

トレンチ1 1 耕作土

2 床土
3 江戸時代の包合層
4 鎌倉時代の包合層
5a弥生時代の包合層
5b弥生時代の包含層
5C弥生時代の包合層

5Y5/1粗 砂混シルト

10YR5/4(に ぶい黄褐)粗砂混シルト

10YR5/2(灰 黄褐)粗砂混シルト

25Y5/1(黄灰)

25Y6/3(に ぶい黄)細砂

25Y614(に ぶい黄)細砂混

25Y5/2(暗灰黄)粗砂

10YR5/3(に ぶい黄橙)細砂混シルト

10YR5/4(に ぶい黄橙)細砂混シルト

5B5/1(青灰)粗砂混シルト

25Y4/1(黄灰)粗砂混シルト

25Y6/3(に ぶい黄)細砂混シルト

25Y6/3(に ぶい黄)粗砂

25Y5/3(黄褐)粗砂混

25Y5/4(黄褐)シルト

25Y5/2(暗灰黄)粗砂

5B4/1(暗青灰)粗砂混シルト

10YR5/1(掲 灰)粗砂混シルト

25Y6/4(に ぶい黄)粗砂混シルト

25Y5/4(黄褐)粗砂混シルト

25Y4/2(暗灰黄)粗砂混シルト

基本土層柱状模式図

が堆積 し、その下層に江戸時代の包含層である第 3層 が堆積する。また、第 4層

は瓦器が出土 していることから鎌倉時代以降の遺物包含層 とみられる。第 5層 は

土器の細片が微量出土 してお り、遺物包含層とみられるが正確な時期等は不明で

あるc第 6層 は、遺物の出土がみられず自然堆積層と考えられる。 |―

遺構は、第 5層上面において調査区を南北に横切る幅80m、 深さ10cmの溝状遺  遺物実浪1図 1

構を 1条検出している。この遺構には遺物が含まれておらず、正確な時期は不明である。

出土遺物には、弥生時代中期の土器、土師器、近世瓦のほか、灰釉陶器や土製の玉 (1)な どが

ある。この上製の玉は、径 1.3cm、 重さ2.08gを 量るもので土師質に焼成されている。この遺跡では

過去の調査において同規模の鉛玉 (鉄砲玉)は数点出上 しているが、土製の玉は初例である。

トレンチ 2 トレンチ 2は トレンチ 1同様、遺跡の東端に位置する。この トレンチにおいても上部

はアスファル ト鋪である。上層の第 1・ 2層 は、遺物から近世以降の堆積層であり、この層の下面

(第 1遺構面)において弥生時代中期から江戸時代にかけての遺構を検出している。第 1遺構面をベ

ースとする第 3層 は、希薄であるが弥生時代の遺物包含層 とみられ、この層の下面 (第 2遺構面 )

においても溝状遺構 1条 を検出している。また、第 4層 以下では全 く遺物がみられず、第 5層 は砂

層となる。

上述のとお りこの調査区では遺構面を2面検出している。まず第 1遺構面で検出した遺構は、弥

生時代中期の土坑 2基 (土坑 1・ 2)、 ピット1個 、鎌倉時代の土坑 1基 (土坑 3)な どがある。

I Y=73714m

0         1m

トレンチ 2遺構平面図 (第 1遺構面 )
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また水円 1は 、覆 llが水田耕作に伴 うと考え

られる灰色化現象が強 くみられる遺構であ り、

瓦器片が 1点出上 していることから鎌倉時代以

降のものである。

次に、第 2遺構面では、炭を多く含む溝状遺

構 1条 を検出している。出土遺物は微量のため

正確な時期は不明であるが、上部包含層等の関係から弥生時代でも比較的古い時期のi量 借であると

考えられる。

遺物は、弥生時代から江戸時代にかけてのものが若干量出上 している。特に、第 211か ら出十し

たものに箆描直線文を施 した弥生時代前期の上器片 (3)や擬似流水文を施 した弥生時代中却Iの 土

器片 (2)がある。 3は 、壺の肩部、 2は大型の鉢とみられる。

トレンチ 3 トレンチ 3は 、遺跡範囲のやや南側に位置する。同地点は、1980年からtl年 にかけて

和歌山市の教育委員会による発掘調査 (第 15・ 16次調査)が行われている。この調査では、弥生 1時

代前期の呼穴住居などが検出され、貴重な資料が得られている。

今回の トレンチ 3は 、以前の第16次調査の範囲と重複することが明らかとなり、前 1咽 訂J杏済みの

竪穴住居等の位置を、国十座標軸によって記録するに留めた。

トレンチ 4 トレンチ 4は 、これまでの調査例から遺跡の中心地域の一部と考えられる地点である。

この調査区は、ほぼ仝面が遺構であるため基本的な層序をとらえることができなかった。

まず上1手 の遺構は、旧耕作土下に検出したもので、溝状i童構 1条 とビット数個である[こ れらは、

遺物から江戸時代以降のものである。

次に、下層の遺構は南北方向にのびる石垣が調

査区のほぼ中央部で検出できた。この石垣は、西

側に面をもち、高さ約60cmを 測る。基底部には枕

木を置 き、20～ 30cmの 砂岩と緑色片岩を併用 して

積み上げている。 しか し、基底部周辺は緑色片岩

を使用 している。この石lHウ ラゴメからは、16世

紀末～171世 紀初頭の備前焼す り鉢などが出 llし て

いる。このことから、石垣は江戸時代初頭以降に

造 られたものと考えられる。 また、この検出状況

から、石1巨 は溝の肩部に構築された石lHと みられ、

0          1m
コ

遺物実測図 2

トレンチ 4石垣 (西 から)

トレンチ 4遺構平面図
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下面のベース層が水の影響による灰色化状況を観察 した。

石垣の東側において、石垣ウラゴメを除去 した後溝状遺構 1条 (溝状遺構 2)、 土坑 2基を検出し

た。溝状遺構 2は 、覆土中から15世紀後半～16世紀代の輸入陶磁器である中国製の自磁IInが 出tし

ている。このことから、この遺構は少なくとも室町時代には埋没 したものといえる。

なお、以上の遺構のベース層は、前述のように石垣以西では変色 しているが、厚さ60cmtt Lを 沢1

る堆積であり、覆土中から中世の土師器皿が出土 している。今回の調査では標高1.6mま で掘 り下げ

たがこの堆積層の下面は確認できなかった。

この トレンチの遺物は、弥生時代から江戸時代にかけてのものが多量に出土 している。

4・ 5は 、弥生時代中期の土器である。 4は頸部から緩やかに外反する広口壺の回縁部であ り、

｀

=工
≡ /14

-11

20cm

22

-
ジ/  L」

               ______一 一――
J

遺物実測図 3
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体部外面にヘラミガキ調整を施している。胎土内には多量の角閃石を含むことから、生駒西麓製の

土器とみられ、搬入品と考えられる。 5は大型Jlの 頸部である。括れ部外面に帯状の粘 ll糸|[を 折 り

曲げながら貼 り付け、加飾 している。 6は いわゆる遠賀川系の大型鉢であり、外面と口縁部内側に

ヨコ方向のハケ調整を施 したのち、日縁部周j2を ヨヨナデによって消 している。

7ヽ 10は 、古墳時代中期から後期の土器である。 7は須恵器の大型甕の回縁部と激られる。残存

部の外面は、Pl帯 により2区画に分けられ、各区にシャープな波状文を施 している。この須恵器は

比較的古い時期のもので、 5世紀代におさまるものとみられる。 8・ 9は須恵器の杯蓋である。 8

は大井部との境に明瞭な段があり、全体的にシャープな造 りである。 9は比較的丸みを帯びた器形

であり、天丼部のヘラケズリ調整を指ナデによって消 している。また10、 は土師器の高杯脚部であ

る。この脚部には 3ヶ 所の円孔が施されている。

次に、11・ 12は 奈良時代の土器である。11は 須恵器の杯身である。底部には「ハ」の字状に開く

高台が貼 り付けられ、杯部はやや丸みをもつ。また12は ■師器の杯である。口縁部を強いヨコナデ

によって屈曲させ、端部を内似1に 折 り曲げて九みをもたせている。

13～ 15は 、鎌倉時代の土器である。13は復元径13.lcmの 瓦器椀であり、内面には丁寧な暗文が施

されている。また見込み部の暗文は螺旋状にめぐらされている。14・ 15は 土師器皿である。これら

は、ともに日縁部を強いヨコナデによって仕上げているものである。

16～ 21は 室町時代の遺物である。16・ 17は 、中国製の輸入陶磁器である。18・ 19は ともに備前焼

の橘鉢である。20・ 21は 三巴文軒丸瓦であ り、巴文の方向は右巴のもの (20)と 左巴のもの (21)

がある。20は瓦当面の径が12.8cmを 測るもので、比較的小さな連珠文をめぐらす。21は比較的大き

な連珠文をもつもので、瓦当面を復元すると径12.2cmと なる。

また22は 、瓦を転用 した砥石である。この砥石には全面に明瞭な使用痕が観察できる。

トレンチ 5 トレンチ 5は、遺跡の中心部からやや西にあたる地点である。 しかし、地表面から約

90cmの深さで推進工法によって埋設されたとみられる土管が調査区に沿った形で横断しており、遺

構等の検出はできなかった。

遺物は、主として弥生時代から古墳時代にかけてのものがわずかに出土 している。

トレンチ 6 トレンチ 6は 、遺跡の南西部に位置する。この調査区ではアスファル ト及び砕石の直

下に第 1層 (旧 耕作土)及び第 2層 (江戸時代の堆積層)が堆積 し、その下面が遺構検出面となる。

検出した遺構は、溝状遺構 3条、土坑 1基である。溝状遺構 1は 、調査区を東西にはじる遺構で南

肩のみを検出した。この遺構は、遺物から鎌倉時代のものとみられる。溝状遺構 2は 、南北方向の

ものであ り、覆土に須恵器、土師器を多く含む古墳時代の遺構である。また、これらと重なりをも

つ土坑 1は、古墳時代前期のものとなられる。さらに、最 も古い溝状遺構 3は 、遺物が 1点のみで

あるが、弥生時代前期のものである。

この トレンチの出土遺物は、比較的希薄であるが、第 1層 から輸入陶磁器である青磁の鏑蓮弁文

碗や、回禿げの自磁皿がある。

まとめ

大田・黒田遺跡はこれまで30次 にわたる発掘調査が行われ、少 しずつ各地点の状況が明らかとな

ってきた。今回の調査では調査例の少ない遺跡東端の トレンチ 2や西端の トレンチ 6の 良好な基本
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溝状遺構 3

トレンチ6遺構平面図

層序を得ることができた。この状況から、遺跡の東側は トレンチ 1・ 2よ り、弥生時代のベース面

の標高が高 く、さいに弥生時代の遺物包含層が厚 く堆積 していることが明らかである。またす世跡の

西佃1に位置する トレンチ 6よ り、弥生時代のベース面の標高が低 く、遺物包含層は検出できなかっ

た。

次に、遺構では弥生H寺代のものは比較的希薄であつたが、 トレンチ 4他 において室町時代から江

戸時代初頭にかけての石垣などの良好な遺構を検出している。これらの遺構は大田・黒田遺跡 と重

なりをもつ太田城跡に関わりをもつものと考えられる。

また遺物では、弥生時代から江,lH寺 代にかけてのものを多 く検出している。弥生時代では中期の

遺物を中心として生駒西麓製の壺などがある.弥生時代以外では古墳時代や奈良時代、またそれ以

降もほぼ連続 した遺物を搬出し、大田・黒円遺跡が長期にわたる複合遺跡であることを明確にした。

トレンチ 4に おいて出 llし た室町時代 とみられる多くの瓦は大田城跡との関わりを検討できる資料

として重要であり、さらに トレンチ 1で出土 した土製の玉は、これまで出上 している鉛王と比較検

討できる資料である。

このように、本調査では範囲が狭少であったが、太田・黒田遺跡及び大田城跡を考える上で良好

な成果が得られたものといえる。

(井馬好英 )
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お お た

19。 大田・
｀J巨

退 跡 第33次調査鐵瓢
調 査 地 和歌山市黒円80-1番地 他

調査面積 170m2

位置と環境

大田・黒 ||1遺跡は紀 ノ川下流域南岸の平野部のほぼ中央に立地する。遺跡は弥 t_時代前期から中

期にかけての県下で最大規模の弥生時代集落として知られてお り、堅穴住居、井戸などの遺構や銅

鐸、内行花文鏡、大量の弥生土器などのi量物が出十 している。また、近年までの調査成果により弥

生時代から河:戸時代にかけての複合遺跡として周知されている。今回の割1査は、大田・黒H遺跡西

端部の標高約3.7mを 測る沖積平ll上 に位置する■:事範囲内において試掘調査として行ったものであ

る。周jД の調査はこれまでに調査地西側約150m地点で第 1次調査が大田・黒田遺跡調査団により

調査され、 調査地南東側約100m地点で和歌山市教育委員会が第19次調査を行った。また、調査地

の南側約150m地点では、第12次調査が和歌山市教育委員会、第22次及び第26次調査が本財団によ

り行われている。第 1次調査では、古墳時代の溝、第19次調査で室町時代の大規模な濠状ji構 、弥

生時代・占墳時代のビット・土ちt・ 溝などが確認されている。また、第12次調査では弥生時代中期

の井戸、古墳時代自t期 の土坑、室町時代の瓦溜め・池状落ち込み遺構 (溝 ?)な ど、第22次調査で

は弥生時代中期の竪穴住居、室町時代の人溝、第26次調査では弥生時代前期の人溝、中期の水田遺

構、室町時代の大溝などが検出されているc以上の調査成果から、調査地周辺部では弥牛時代から

占墳時代、室町時代の遺構が展開していたことがllnら かにされている。
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調査内容

調査は3月 4日 から3月 21日 にかけて、事務所

建設工事予定範囲内において行った=調査実施は、

まず幅約 2m長 さ約42mの南北に細長い形の調査

|ズ を束西に2筒所設定 し、東側から1区、 2区 と

呼ぶこととした。 1・ 2区合わせて面積約170nll

が調査対象となり、和歌山市教育委員会の立会の

もと表十の重機掘削が行われた。その後、衣上掘

削の終了した調査区において当事業団が入力によ

る発据調査を行った.

調査地の基本的な土層堆積状況は現地表であるアスファル ト以 卜、現代の整地土などが合わせて

約70～ 90cmの 厚みを持ち、本来的な地表面であつたとみられる水田耕土 (第 1層 )が約20cm、 床

ll(第 2層 )が 5～ 10cinの 厚さで堆積する.その 卜の堆積は上から第 3層 (2.5Y5/3(責褐)シ ル

ト)が約15cm、 第 4層 (10YR5/6(黄褐)シ ル ト)が 0ヽ 10cm、 第 5層 110YR5/4(にぶい黄

褐)粗砂混シル ト)が 0ヽ 30cm、 第 6層 (2.5Y4/2(日音灰黄)粗砂混シル ト)が40cm以上の厚さで

堆積する。 21X北端部において、一部深 く掘削 したが、第 6層 の 卜層に第 7 1ui(10YR3/2(黒 褐)

シル ト)が約20cm、 第 8層 (10YR6/6(明 黄褐)粘土)が10cmtt Lの 厚さでみられ、第 6層が北

側に向かって深 く落ち込んでゆく状況を観察 した。これは第 7層 堆積後の谷状地形であるものとみ

られる。第 3層 は平安時代の遺物を含み、その堆積状況から水田耕上であると考えられ、第 4層 は

その床土に相当する層であるとみられる.第 3・ 4嘱 を掘削・除去後の第 5・ 6層 上面 (同 一面

'

調査地全景 (南西から)

第 2区全景写真 (南 から) 区全景写真
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において古墳時代後期から｀
14安時代 までの遺構面

を検出した。 また、調査の終盤において訂1杏区の

一部に深・IF調 査坑を設定 し精査 した結果、第 5・

61■ は弥生時代中期の遺物 を包含すること、第

7・ 8層 は無遺物層であることなどを確認するこ

とができた。

遺構は第 5・ 6層 上面 (同 一面)を 検出顧iと す

る遺構 自1に おいて検出 した満・土坑 ・落ち込み状

ittl■lな どで、弥生時代から江戸時代頃までの時期

のものがある.i宣構面の標高は2.6ヽ 2.7111を 測る。

以 卜、時代順に主要なi童構を説明する.

弥生時代の遺構

〔溝21〕  1区 北側で検出した。南北幅28m、 東画

に2.Om以上、深さ80cmの規模を測る。埋土中位で

ちL形の広日帝が出上 した.弥生時代中期の遺情で

ある。

〔溝 8〕  第 11ズ 及び第 2区の北側で検出 したc幅

約1.Om、 深 さ約50c m、 検出長約50mの規模を涸|

る。満の方向は北束から南西であ り、弥生時代後

期の追構であると考えられる。

奈良時代の遺構

〔溝 3〕  第 1区及び第 2区 の北側で検出した。幅

約5.Om、 深さ約50cmの規模を涸|る 。溝は南束から

北西方向に掘削されており、流路方向は南東から

北西である。埋土は砂が主体であり、多量の遺物

が出十した。最終埋没の時期は出土遺物からみて

奈良時代後期であると考えられる。

平安時代の遺構

〔溝 2〕  第 1区及び第 2区 の調査区南端から北に

約12mの 位置で検出した.幅 2.5m、 深さ25cmを測

る。溝は東西方向に掘削されており、流路方向は

東から西である.用水路と考えられる。

江戸時代の遺構

〔溝 l〕  第 1区及び第 2区 の南側で検出した。最

大幅約2.Om、 深さ約20cmを測る.溝は東西方向に

掘削されており、溝 3と ほぼ同一方向である。溝

3と 同様に用水路と考えられる。

遺物は、弥生時代の土器・石器、古墳時代の土

第 1区 溝21遺物出土状況 (西 から)

溝 8(南西から)
一弔

第 1区 溝 3(西 から)
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師器・須恵器、平安時代の黒色土器、鎌倉時代

の瓦器、江戸時代の陶磁器類などが出土 した。

まとめ

発掘調査の結果、調査区北端部分において弥

生時代中期の溝 3、 弥生時代後期の溝 8な どを

検出した。古墳時代末期から奈良時代の遺構は

調査地全面に存在 し、特に調査区北端部分にお

いて検出 した溝 3は幅約5.Om、 深さ約50cmを

測る規模の大 きなものである。第 1区 において

は底面は標高2.20m、 第 2区 は標高2.10mを 測

ることから、南東から北西の方向に水が流れて

いたものとみられる。この遺構は大量の砂で埋

没 してお り、埋没時期は出土遺物から奈良時代

後期 と考えられ、最終的に洪水により埋没 した

ものと考えられる。堆積土の上層から遺物が多

量に出土 し、これらの遺物を用いたであろう集

落の中心はこの溝の上流 (南東側)に展開して

いたものと思われる。そのことから、当調査地

は奈良時代における集落縁辺部にあたるものと

推定できる。平安時代の溝 2は和歌山平野にお

ける条里制土地区画の復原案 (中野榮治案)に

当てはめて考えるならば、「名草郡 4図 8里 1坪」

第 1区 溝 2(西から)

と「名草郡 4図 8里 12坪」の坪境溝に当たり、溝2と 類似する上層堆積土の第 3層 は平安時代の

耕土に相当するものである。この事実は、従来からの歴史地理学的な手法である現況の地形から推

定していた条里復原案に対して、実証的な資料を提示することができたという点で貴重な成果を得

ることができたといえる。また、江戸時代の溝 1は位置を南に4m移動するが、方向性からいうな

らば溝2と 同様の性格のものであるといえる。

以上、奈良時代の集落が調査地の南東佃1に展開していたものと推定することができたこと、調査

地は条里制土地区画の復原案から「名草郡 4図 8里 1坪」と「名草郡 4図 8里 12坪」の一部に当た

り、溝 2(平安時代)及 び溝 1(江戸時代)は坪境溝に相当するものと推定することができたこと

など、調査によつて貴重な成果を得ることができた。

(北野隆亮 )
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『紀伊国の条里制』 中野榮治 古今書院 1989年
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『大田・黒田遺跡第26次発掘調査概報』(財)和歌山市文化体育振興事業団 1995年

『大田・黒田遺跡第33・ 34次発掘調査概報』(財)和歌山市文化体育振興事業団 1996年
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第 1区 溝 1(西から)
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Ⅲ.普及啓発活動

1.書籍刊行

埋蔵文化財の発掘調査報告書を刊行し、関係機関等へ配布したc

第13集  『太田・黒田遺跡第26次発掘調査概報』 (平成 7年 11月 )

『和歌山市埋蔵文化財発掘調査年報 3』 ―平成 4(1992)。 平成 5(1993)年 度― (平成 8

年 3月 )

発掘調査報告書の編集を行った。

『和歌山市内遺跡発掘調査概報』―平成 7年度― (平成 8年 3月 )和歌山市教育委員会発行

2.和歌山市文化財ニュース発行

文化財に対しての理解を深めてもらう

市文化財ニュース』を発行した。

『和歌山市文化財ニュース』No.16

『和歌山市文化財ニュース』No 17

『和歌山市文化財ニュース』No 18

『和歌山市文化財ニュース』No.19

ために、市内の小、中学校と一般の方々を対象に『和歌山

(1995年 4月 )「城下町の発掘調査J

(1995年 8月 )「鳴神Ⅳ遺跡の発掘調査J

(1995年 11月 )「太田・黒田遺跡の発掘調査J

(1996年 2月 )「城ノ前 1号墳について」

3.報告会等の開催

和歌山市教育委員会との共催で報告会等を実施 した。

大田・黒田遺跡第26次調査の現場報告会

平成 7年 5月 6日 (土)発 掘調査現場   参加者約50名

雄湊小学校児童対象の埋蔵文化財説明会

平成 7年 5月 19日 (金) 雄湊小学校体育館 参加者 5・ 6年生児童約100名

太田・黒田遺跡第26次調査報告会

平成 8年 2月 19日 (月 )和 歌山YMCA会館 参加者約30名

太田・黒田遺跡第26次調査 現場報告会風景

苺麟〓棧ゞ
一
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太田・黒田遺跡 広鍬出土状況




